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質
な
環
境
づ
く
り
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
福
祉
の
充

実
、
農
林
水
産
業
の
振
興
お
よ
び
生
活
関
連
道
路
等

の
基
盤
整
備
な
ど
市
民
生
活
に
密
着
し
た
事
業
を
最

優
先
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
生
き
が
い

と
誇
り
を
持
ち
、
安
全
・
安
心
に
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
市
民
幸
福
度
が
高
く
、
豊
か
さ
を
実
感

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
は
か
る
こ
と
を
念
頭

に
編
成
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
防
災
・
減
災
・
消
防
関
連
経
費
や
社
会

保
障
関
連
経
費
の
自
然
増
加
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、

地
方
財
政
を
取
り
ま
く
環
境
は
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増

す
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

行
財
政
全
般
に
わ
た
る
事
務

事
業
の
改
善
を
積
極
的
か
つ

計
画
的
に
進
め
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ
と
が

な
い
よ
う
、
持
続
可
能
な
行

政
運
営
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成31年度
一般会計
当初予算

阿南市財政事情の公表に関する条例第２条の規定に基づき、平成30年度および平成
31年度に係る財政事情を公表します。　平成31年４月１日　阿南市長　岩浅嘉仁　

323億5,000万円
　

市
民
の
皆
さ
ま
に
本
市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に

運
営
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
を
広

く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
年
に
２
回
（
４
・
10

月
）
市
の
財
政
事
情
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
当
初
予
算
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、

一
般
会
計
が
３
２
３
億
５
０
０
０
万
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
５
・
８
％
の
減
、
特
別
会
計
の
合
計
が

前
年
度
比
２
・
３
％
増
の
１
８
４
億
９
０
３
０
万

円
、
水
道
事
業
会
計
は
収
益
的
支
出
で
３
・
２
％

増
の
15
億
７
５
４
８
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
予
算
は
、第
５
次
阿
南
市
総
合
計
画「
し

あ
わ
せ
阿
南
２
０
２
０
」
の
基
本
理
念
に
沿
っ
て
、

「
安
心
実
感
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
施
策
の
選
択
と

集
中
の
考
え
方
の
下
、
あ
な
ん
〔
地
域
好
循
環
〕

総
合
戦
略
に
掲
げ
た
各
種
施
策
を
は
じ
め
、
当
面

の
課
題
で
あ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
等
に
備
え

る
た
め
の
防
災
・
減
災
・
消
防
体
制
の
強
化
や
人

口
減
少
社
会
を
見
据
え
た
移
住
・
定
住
の
促
進
な

ど
、
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
施
策
を
柱
と
し
、
将

来
の
阿
南
市
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
・
良

市税
137億
2,248万円

（42.4％）

市債
23億7,870万円

（7.3％）

地方交付税
32億6,000万円

（10.1％）

県支出金
22億9,433万円

（7.1％）

国庫支出金
48億8,468万円
　　　（15.1％）

繰入金 
24億6,480万円

（7.6％）その他
自主財源 
13億9,156万円（4.3％）

その他依存財源
19億5,345万円

（6.1％）

歳入
323億
5,000万円

自
主
財
源
　
54・３
％

依
存
財
源
　
45・７
％

■その他依存財源の内訳
地方譲与税 3億2,410万円
利子割交付金 1,900万円
配当割交付金 6,300万円
株式等譲渡所得割交付金 6,200万円
地方消費税交付金 12億8,400万円
ゴルフ場利用税交付金 2,400万円
自動車取得税交付金 2,600万円
環境性能割交付金 900万円
国有提供施設等所在市町村助成交付金 75万円
地方特例交付金 １億3,210万円
交通安全対策特別交付金 950万円

■その他自主財源の内訳
分担金及び負担金 2億643万円
使用料及び手数料 4億3,071万円
財産収入 921万円
寄附金 131万円
繰越金 1万円
諸収入 7億4,389万円

《歳入の内訳》

《歳出の内訳》

注）金額は万円未満を端数調整しています。

歳出
323億

5,000万円

人件費 74億1,064万円（22.9%） 議会費 3億1,469万円（1.0％） 
総務費 32億4,863万円（10.0％） 
民生費 105億5,581万円（32.6％） 
衛生費 33億5,947万円（10.4％） 
労働費 2,258万円（0.1％） 
農林水産業費 8億4,018万円（2.6％） 
商工費 3億2,563万円（1.0％） 
土木費 28億3,988万円（8.8％） 
消防費 13億299万円（4.0％） 
教育費 33億3,078万円（10.3％） 
災害復旧費 1,321万円（0.0％） 
公債費 32億3,188万円（10.0％） 
諸支出金 29億3,427万円（9.1％） 
予備費 3,000万円（0.1％） 

物件費 50億7,836万円（15.7％） 
維持補修費 3億1,089万円（1.0％） 
扶助費 60億7,208万円（18.8％） 
補助費等 29億4,125万円（9.1％） 
普通建設事業費
 39億8,243万円（12.3％） 
災害復旧費 1,321万円（0.0％） 
公債費 32億3,188万円（10.0％） 
積立金 1,212万円（0.0％） 
貸付金 5億8,150万円（1.8％） 
繰出金 26億8,564万円（8.3％） 
予備費 3,000万円（0.1％） 

　

目
的
別
歳
出 

１
０
０
％

性
質
別
歳
出 

１
０
０
％
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当初予算の主要事業

１．心地よく住みやすいまちをつくる

31億2,498万円

市街地の整備…阿南駅周辺整備
道路・交通網等の整備…道路橋りょう新設・改良、舗装、

側溝整備、四国横断道整備促進、市道トンネル長寿命化、
道の駅整備手法検討業務

住宅の整備…春日野団地建設、住んでみんで ANAN 事業
下水道の整備…都市下水路整備
防災・消防・防犯体制の整備…木造住宅耐震改修促進、住

まいの安全・安心リフォーム支援、老朽建築物除却等支
援、防災公園整備（富岡東部地区）、都市公園整備、地
区別津波避難計画策定、工地地区津波避難場所整備、自
主防災組織育成、災害対策非常用備蓄品確保、中島地区
緊急避難階段整備、消防施設整備、消防ポンプ自動車更
新、水難救助支援車配備、全公用車ドライブレコーダー
導入、危険ブロック塀撤去等

地域情報化の推進…電子自治体の構築、番号法関連経費、
基幹システム更新、住民票等コンビニ交付関連経費、セ
キュリティクラウドの運用

２．健やかで笑顔のあるまちをつくる

109億4,193万円
地域福祉の推進、保健・医療の充実…葬斎場設備改修、生

活困窮者自立支援、社会福祉事業等活動費補助、骨髄移
植ドナー等支援、定期予防接種、妊婦一般健康診査、妊
婦訪問、不妊治療費助成、女性特有のがん検診推進

高齢者福祉・子育て支援・障がい者福祉の充実…成年後見
制度利用促進基本計画策定、プレミアム付商品券発行関
連経費、市町村障がい者地域生活支援、障がい者総合支
援給付、高齢者住宅改造促進、第 8 期高齢者福祉計画
策定、敬老会助成、第 2 期子ども・子育て支援事業計
画策定、子育てクーポン券交付、私立保育所等施設整備
補助、公立保育所遊具更新、児童手当給付、放課後児童
クラブ運営、病児・病後児保育、羽ノ浦南児童館耐震改修、
宝田保育所駐車場整備、ファミリーサポートセンター運
営、高齢者・子どものインフルエンザ予防接種助成、こ
ども医療費助成、未熟児養育医療費助成、新生児聴覚ス
クリーニング検査、中学生ピロリ菌検査、こどもフェス
ティバル開催、介護保険料負担調整（第 7 期計画）

３．美しくひかり輝くまちをつくる

９億6,397万円
環境循環型社会の形成…住宅用太陽光発電システム導入支

援、生物多様性保全・活用事業支援、風力発電ゾーニン
グ実証事業、資源ごみ回収団体奨励金、電気式（乾燥式）
生ごみ処理機購入助成、ごみ収集お知らせアプリ導入

治山・治水の推進…急傾斜地崩壊対策、準用河川大谷川整
備

衛生環境行政の充実…ＰＣＢ等含有塗膜調査

４．活力と夢を育むまちをつくる

５億5,429万円

農林漁業の振興…就農誘致モデル事業補助、地域農業振
興、経営所得安定対策、人・農地問題解決支援、森林
環境譲与税関連事業、水産振興事業補助、農道トンネ
ル点検、農業用施設整備、多面的機能支払交付

商工業・観光の振興等…光のまちづくり事業補助、あな
んスマート・ワークオフィス管理運営、徳島南部地域
観光振興事業、牛岐城趾公園施設整備、AMA 地域連
携・交流、あななん商標権取得、起業力養成講座開設、
野球のまち阿南推進協議会補助

消費者行政の充実…消費生活センター等運営

５．豊かな心と学びのあるまちをつくる

11億3,245万円
生涯学習環境の整備…ふるさと活性 21 活動補助、富岡

公民館擁壁等安全対策検討業務、羽ノ浦公民館・新野
公民館空調設備改修、大野公民館整備、科学センター
天文館設備補修・備品整備、那賀川図書館空調設備改
修、絵本ワールド開催補助

学校教育等の充実…教育振興基本計画策定、桑野小学校
屋内運動場屋根改修、阿南中学校屋外整備等、学校図
書館サポーター事業、学校業務支援システム構築、私
立幼稚園施設型給付負担金等支援、外国青年招致、中
央学校給食センター備品整備等

人権の尊重…人権フェスティバル開催、柳島隣保館（中
野島総合センター）施設改修

男女共同参画社会の推進…配偶者暴力相談支援センター
運営、あなんテレワーク推進センター運営

健康増進・体力づくりと生涯スポーツの振興…日本体育
大学連携、こども水泳講座開催、（仮称）B&G 海洋
センター複合型施設運営

豊かな歴史文化の継承と新しい文化の創造等…文化会
館・情報文化センター指定管理者業務、平等寺道（阿
波遍路道）測量調査

６．みんなで築くまちをつくる

41億8,233万円
地域コミュニティの形成、移住・定住の促進等…婚活応

援、地域おこし活動支援、お試し滞在費補助、「四国
の右下」若者創生事業、UIJ ターン促進

市民と行政との協働体制の推進…議会インターネット録
画配信、広報あなん動画版制作、大正大学との地域構
想連携研究委託、ドローンを活用した写真・動画撮影

広域行政の推進…１市４町定住自立圏構想推進、定住自
立圏共生ビジョン事業の展開

効率的な行政運営…人事評価制度運用支援業務委託、東
京事務所運営、第 6 次総合計画等策定、市民税申告
支援システム導入

健全な財政運営…地方公会計財務書類作成等、公共施設
個別施設計画策定マネジメント業務、長期債の償還
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平成30年度一般会計予算の執行概況
歳　　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　　出

区　　　　分 平成30年度現計予算
（３月補正含む）

収入済額
（平成31年２月28日現在） 区　　　　分 平成30年度現計予算

（３月補正含む）
支出済額

（平成31年２月28日現在）
市 税 139億5,287 123億8,741 議 会 費 3億1,437 2億8,793
地 方 譲 与 税 3億2,700 1億9,736 総 務 費 31億8,742 25億3,162
利 子 割 交 付 金 1,600 1,693 民 生 費 102億6,605 88億7,862
配 当 割 交 付 金 5,900 3,088 衛 生 費 66億4,368 26億7,348
株式等譲渡所得割交付金 6,300 0 労 働 費 2,304 2,026
地 方 消 費 税 交 付 金 13億1,100 9億8,866 農 林 水 産 業 費 11億6,888 5億5,742
ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 2,600 1,638 商 工 費 2億8,967 2億2,537
自 動 車 取 得 税 交 付 金 5,200 3,457 土 木 費 33億9,889 17億8,568
国有提供施設等所在市町村助成交付金 85 77 消 防 費 13億5,304 9億7,345
地 方 特 例 交 付 金 3,000 3,815 教 育 費 59億2,866 34億5,346
地 方 交 付 税 39億6,270 34億1,985 災 害 復 旧 費 2,200 354
交通安全対策特別交付金 950 344 公 債 費 30億9,134 15億4,848
分 担 金 及 び 負 担 金 3億6,270 2億8,344 諸 支 出 金 43億1,129 20億687
使 用 料 及 び 手 数 料 4億4,307 3億8,769 予 備 費 3,000 0 
国 庫 支 出 金 52億1,353 34億328 合　　　　計 400億2,833 249億4,618
県 支 出 金 25億2,970 3億4,585
財 産 収 入 3,365 3,001
寄 附 金 254 674
繰 入 金 29億1,311 151
繰 越 金 17億4,029 17億4,029
諸 収 入 8億1,252 1億3,683
市 債 61億6,730 0 

合　　　　計 400億2,833 234億7,004

（単位：万円）

平成30年度現計予算、収入済額および支出済額は、
平成29年度繰越明許費を含んでいます。

水道事業会計の状況

区　　　分 平成31年度
当 初（A）

平成30年度
当 初（B）

比　　較
（A－B）

収 益 的 収 　 入 18億473 17億5,720 4,753
支 　 出 15億7,548 15億2,612 4,936

資 本 的 収 　 入 5億7,780 2億4,724 3億3,056
支 　 出 12億4,968 8億5,209 3億9,759

平成30年度
現 計 予 算

収 入 済 額
（平成31年

２月28日現在）

支 出 済 額
（平成31年

２月28日現在）

17億5,720 13億2,293
15億2,773 5億4,851
2億4,724 129
8億6,453 4億4,105

（単位：万円）

平成30年度
現 計 予 算

（３月補正含む）

収 入 済 額
（平成31年

２月28日現在）

支 出 済 額
（平成31年

２月28日現在）

548 803 144
36 36 0

182 182 0
80億9,385 63億2,814 64億4,992

1億265 6,228 6,158
1,800 524 1,015

5億8,068 5,980 2億9,117
84億2,680 75億9,088 66億1,912

813 457 403
3億8,900 2億9,055 2億5,023

1,921 1,514 802
4,816 2,993 1,157

1億2,600 3,507 6,737
560 650 249

10億7,220 8億968 7億8,218
1,404 1,233 605
2,607 364 1,559

（単位：万円）

会　　　計　　　名 平成31年度
当 初（A）

平成30年度
当 初（B）

比　　較
（A－B）

住宅新築資金等貸付事業特別会計 464 548 △84
加茂谷財産区運営事業特別会計 36 36 0 
伊 島 財 産 区 運 営 事 業 特 別 会 計 183 182 1
国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 77億6,200 75億9,700 1億6,500
加 茂 谷 診 療 所 事 業 特 別 会 計 9,400 9,480 △80
伊 島 診 療 所 事 業 特 別 会 計 1,800 1,800 0
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 5億2,780 5億1,860 920
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 83億5,900 81億7,800 1億8,100
伊島地区生活排水処理事業特別会計 830 710 120
学 校 給 食 事 業 特 別 会 計 3億6,400 3億8,900 △2,500
奨 学 資 金 貸 付 事 業 特 別 会 計 1,807 1,921 △114
春日野地域下水道事業特別会計 2,700 3,900 △1,200
羽ノ浦農業集落排水事業特別会計 1億2,350 1億2,600 △250
豊香野地区生活排水処理事業特別会計 580 540 40
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 11億2,950 10億7,220 5,730
西春日野生活排水処理事業特別会計 1,020 960 60
夜 間 休 日 診 療 所 事 業 特 別 会 計 3,630 0 3,630

特別会計の状況
平成30年度現計予算、収入済額および支出済額は、平成29年度繰越明許費を含んでいます。
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■市有財産の状況（平成30年３月31日現在）

区　分 土　地（㎡） 建　物（㎡）

行政財産 1,992,944 419,011 
普通財産 43,444 1,256 

■基金の状況（平成30年度末現在高見込み）

財 政 調 整 基 金 88億4,353万円
減 　 債 　 基 　 金 30億6,099万円
特 定 目 的 基 金 47億7,303万円
定額資金運用基金 4億9,689万円

■市税負担の概況
市税総額　137億2,248万円

●１世帯当たりの税額　 444,395円
●１人当たりの税額　　 187,057円

■行政経費支出の概況
●１世帯当たりの支出額 1,047,638円
●１人当たりの支出額　　 440,976円

※２月末現在の人口（73,360人）、
　世帯数（30,879世帯）より試算

■市債現在高の状況 （単位：万円・％）

区　　　　分
平成30年度末現在高見込み 平成31年度末現在高見込み

見　込　額 構成比 見　込　額 構成比
⑴ 普 　 　 通 　 　 債 261億4,647 74.5 255億2,386 73.9 

１ 総　　　　　　務 46億339 13.1 43億6,095 12.6 
２ 民　　　　　　生 11億4,689 3.3 10億5,294 3.0 
３ 衛　　　　　　生 37億9,535 10.8 35億8,985 10.4 
４ 農 　 林 　 水 　 産 6億701 1.7 5億1,364 1.5 
５ 商　　　　　　工 5,830 0.2 5,307 0.2 
６ 土　　　　　　木 61億2,771 17.5 62億8,874 18.2 
７ 公 　 営 　 住 　 宅 14億5,979 4.1 14億3,653 4.2 
８ 消　　　　　　防 21億3,742 6.1 20億2,123 5.8 
９ 教　　　　　　育 62億1,061 17.7 62億691 18.0 

⑵ 災 害 復 旧 債 1億1,581 0.3 9,896 0.3 
１ 補 　 助 　 災 　 害 1億1,581 0.3 9,896 0.3 

⑶ そ 　 　 の 　 　 他 88億4,326 25.2 89億4,200 25.8 
１ 減 収 補 て ん 債 6,250 0.2 0 0.0 
２ 減 税 補 て ん 債 2億4,631 0.7 1億8,903 0.5 
３ 一 般 会 計 出 資 債 3億4,469 1.0 3億2,606 0.9 
４ 臨 時 財 政 対 策 債 81億8,976 23.3 84億2,691 24.4 

合　　　　計 351億554 100.0 345億6,482 100.0 

定員管理の状況

●部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年４月１日現在） （単位：人）
職　員　数 対前年

増減数 主な増減理由平成29年 平成30年

一
般
行
政
部
門

議 会 6 6 0
総務・企画 114 115 1 業務量の増加による増
税 務 36 36 0
民 生 215 217 2 待機児童対策にかかる保育士の増
衛 生 73 73 0
農 林 水 産 29 30 1 業務量の増加による増
商 工 14 14 0
土 木 67 69 2 業務量の増加による増
小 計 554 560 6

特 別 行 政
部 　 　 門

教 育 152 153 1 業務量の増加による増
消 防 109 105 △ 4 定数管理及び普通退職による減
小 計 261 258 △ 3

普 通 会 計 815 818 3

公営企業会計
等 部 門

病 院 2 2 0
水 道 14 16 2 業務量の増加による増
下 水 道 10 10 0
そ の 他 26 28 2 業務量の増加による増
小 計 52 56 4

合 計 867 874 7
※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者 ・派遣職員などを含み、臨時および非常勤職員を除く。
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■職員の初任給の状況

区　　分
阿　南　市 国

決定初任給 採用２年経過
日の給料額 初任給 採用２年経過

日の給料額

一
般
職

大学卒 180,700円 192,400円 180,700円 192,400円
高校卒 148,600円 159,800円 148,600円 159,800円

（１人当たり給与費582万円）

■一般行政職の級別職員数の状況　平成30年度

定型的な業務を行う職務　59人

特に高度の知識また
は経験を必要とする
業務を行う職務
68人

主任の職務
　37人

１
級

７
級

２級

３級
４級

５級

６級

課長補佐および主査の
職務またはこれに相当
する職務　125人

参事および課長および主
幹の職務またはこれに相
当する職務　56人

部長の職務またはこれに
相当する職務　13人

係長の職務または困
難な業務を行う主任
の職務　63人

職員数
421人

阿南市職員の給与の現状

■人件費の状況
平成30年度  
一般会計3月補正後予算総額　353億3,930万円

人件費
72億2,749万円

（20.5%）

平成30年度
一般会計12月補正後
給与費予算額

47億6,858万5千円

給料
28億6,533万4千円
（60.1%）

期末勤勉手当
12億1,849万2千円

（25.5%）

その他
6億8,475万9千円

（14.4%）

■職員給与費の状況

■扶養手当の状況（平成30年度支給月額）

扶　養　親　族 支給月額
子 1人につき10,000円

満16歳の年度始めから22歳の
年度末までの子

1人につき
5,000円を加算

配偶者、その他の扶養親族 6,500円

■住居手当の状況

区　　　分 内容（支給月額） 国の制度
との異同

借
家
（
間
）

月額23,000円
以下の家賃

家賃から12,000円
を控除した額 同

月額23,000円を
超える家賃

27,000円を限度と
し算定した額 同

■職員の平均給料月額および平均年齢の状況
区　　　分 平均給料月額 平均年齢

一般職（普通会計） 291,548円 40.08歳

■職員の経験年数別平均給料月額の状況
区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年
一
般
職

大学卒 255,400円 304,500円 347,800円
高校卒 226,600円 258,900円 308,600円

■期末、勤勉手当の状況（平成30年度支給割合）

期末手当 勤勉手当 職
制
上
の
段
階
、
職
務
の

級
等
に
よ
る
加
算
措
置
有

6月期 （1.025月分） （1.1月分）
1.225月分 0.9月分

12月期 （1.175月分） （1.15月分）
1.375月分 0.95月分

計 （2.2月分） （2.25月分）
2.6月分 1.85月分

（　）内は特定管理職員

■退職手当の状況（支給割合）

勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度額

自 己 都 合 19.6695
月分

28.0395
月分

39.7575
月分

47.709
月分

応 募 認 定
・ 定 年

24.586875
月分

33.27075月
分

47.709
月分

47.709
月分

0

20

40

60

80

100

市
長

90.9

副
市
長

72.4

教
育
長

65.2

議
長

48.2

政
策
監
35.0

副
議
長
42.8

議
員

39.9

（単位：万円）

■特別職の報酬月額等の状況

期末手当は年間3.35月分です
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阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

　

私
は
、
衆
議
院
議
員
時
代
に
数
年
間
、
安
全
保
障
委

員
会
委
員
を
務
め
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
時
か
ら
２
つ

の
持
論
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
日
本
も
病
院

船
を
建
造
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
と
、
沖
縄
の
米
軍
基

地
負
担
軽
減
の
問
題
で
す
。

　

ま
ず
、
申
す
ま
で
も
な
く
、
日
本

は
四
面
環
海
の
国
で
あ
り
、
海
岸

線
が
複
雑
に
入
り
組
ん
で
い
る
た
め
、

そ
の
延
長
は
日
本
の
25
倍
の
面
積
が

あ
る
ア
メ
リ
カ
の
１
・
５
倍
、
26
倍

近
く
あ
る
中
国
の
２
倍
以
上
あ
り
ま

す
。
日
本
は
島
国
ゆ
え
に
海
に
生
か

さ
れ
、
海
に
苦
し
め
ら
れ
る
の
が
宿

命
の
国
で
す
。

　

外
国
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
・

中
国
・
ロ
シ
ア
が
病
院
船
を
保
有
し

て
い
ま
す
。
特
に
充
実
し
て
い
る
の

が
ア
メ
リ
カ
で
、
２
隻
の
大
型
病
院
船
を
保
有
し
、
米

国
海
軍
の
「
マ
ー
シ
ー
」（
全
長
２
７
２
メ
ー
ト
ル
、

総
ト
ン
数
５
４
３
６
７
ト
ン
、
速
力
17
・
５
ノ
ッ
ト
）

は
高
性
能
で
、
１
９
７
６
（
昭
和
51
）
年
に
就
航
し
た

タ
ン
カ
ー
を
大
改
造
し
、
１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年
か

ら
本
格
的
な
世
界
最
大
の
病
院
船
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。

　

医
療
設
備
は
、
手
術
室
12
室
、
集
中
治
療
室
（
Ｉ
Ｃ

Ｕ
）
80
室
、
ベ
ッ
ド
数
１
０
０
０
床
、
Ｘ
線
室
４
室
、

Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
室
１
室
、
血
液
銀
行
、
酸
素
発
生
装
置

２
台
、
視
力
検
査
室
、
歯
科
治
療
室
な
ど
、
そ
し
て
船

体
中
央
部
に
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
用
の
大
型
甲
板
が
あ
り
、

ヘ
リ
パ
ッ
ド
か
ら
３
基
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
診
療
室
へ

直
行
で
き
る
よ
う
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
筆

す
べ
き
は
世
界
最
先
端
の
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
（
ダ
・

ヴ
ィ
ン
チ
・
エ
ッ
ク
ス
・
ア
イ
）
も
搭
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。

　
「
マ
ー
シ
ー
」
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
で
の
医

療
活
動
・
文
化
交
流
を
行
い
、
災
害
発
生
時
の
救
援
活

動
の
指
導
も
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
国
の
病
院
船
も
、

平
時
は
発
展
途
上
国
で
医
療
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
先
日
の
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
日
本
政

府
は
海
上
自
衛
隊
の
艦
船
を
、
災

害
時
多
目
的
船
（
病
院
船
）
と
し

て
運
用
す
る
方
針
を
固
め
た
よ
う

で
す
。
日
本
の
病
院
船
に
つ
い
て

は
、
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け

に
、
本
格
的
導
入
が
検
討
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
震
災
当
時
、
岩
手
・

宮
城
・
福
島
の
被
災
３
県
の
計
３

８
０
病
院
の
う
ち
３
０
０
の
病
院

が
全
壊
あ
る
い
は
損
壊
し
、
そ
の

機
能
が
失
わ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
大
切
な
こ
と
は
、
病
院
船

は
戦
争
で
は
な
く
あ
く
ま
で
災
害

対
応
（
平
和
の
象
徴
）
と
し
て
と
ら
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

さ
て
、
１
９
９
６
（
平
成
８
）
年
、
当
時
の
橋
本
龍

太
郎
首
相
は
、
モ
ン
デ
ー
ル
駐
日
米
国
大
使
（
元
副
大

統
領
）
と
共
同
記
者
会
見
を
開
き
、
米
軍
普
天
間
基
地

が
５
～
７
年
以
内
に
全
面
返
還
さ
れ
る
と
発
表
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
い
ま
だ
に
返
還
は
実
現
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
ご
承
知
の
と
お
り
、
辺
野
古
問
題
を
全
国
民
が
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
が
来
ま
し
た
。

お
く
り
も
の

吉
井
小
学
校
へ

●
児
童
用
図
書
38
セ
ッ
ト
、
打

楽
器
等
８
セ
ッ
ト

吉
井
町　

海
山
家
隆
様
か
ら　

学
校
教
育
充
実
の
た
め

　

ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

臨
時
的
任
用
職
員

（
夏
季
ご
み
収
集
作
業
）を
募
集

　

本
年
６
月
か
ら
９
月
に
環
境
管

理
事
務
所
に
お
い
て
、
臨
時
的
に

任
用
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
平
成
13
年
６
月
３
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員　
10
人

賃
金　
日
額
９
５
０
０
円

勤
務
時
間　
原
則
と
し
て
月
曜
日

～
金
曜
日
の
午
前
７
時
30
分
～
午

後
４
時
15
分

応
募
方
法　
履
歴
書
（
市
販
の
も

の
に
自
筆
、
写
真
貼
付
）
を
人
事

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
募
集

案
内
は
、
応
募
期
間
中
に
人
事
課

で
配
布
し
ま
す
。

応
募
期
間　
４
月
２
日
㈫
～
26
日

㈮
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
土
、
日
曜
日
等
、
閉
庁
日

は
除
く
）

選
考
方
法　
面
接
お
よ
び
体
力
テ

ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

選
考
日　
５
月
８
日
㈬

問
い
合
わ
せ
は　
人
事
課
（
☎
22

－

１
１
１
２
）
へ

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
」

助
成
申
請
の
募
集
に
つ
い
て

助
成
対
象　

▼
市
の
活
性
化
お
よ
び
地
域
の
振

興
に
つ
な
が
る
、
営
利
を
目
的
と

し
な
い
市
民
の
自
発
的
な
活
動

（
地
域
イ
ベ
ン
ト
・
文
化
活
動
・

ス
ポ
ー
ツ
行
事
等
）
を
行
う
団
体

へ
の
助
成

▼
海
外
視
察
研
修
（
本
市
に
２
年

以
上
在
住
し
、
年
齢
が
満
10
歳
か

ら
49
歳
ま
で
の
方
で
、
視
察
研
修

の
体
験
が
地
域
づ
く
り
の
実
践
に

つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
方
）

申
請
方
法
お
よ
び
交
付
の
決
定　

　

助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
定

住
促
進
課
備
え
付
け
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
６
月
28

日
㈮
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
の
選
考
と
金
額
な
ど
詳
細
は

基
金
運
営
委
員
会
の
審
議
を
経
て

決
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

定
住
促
進
課

（
☎
22

－

７
４
０
４
）
へ

～ 

日
本
に
も
病
院
船
を 

～

モンデール駐日アメリカ大使
（元アメリカ副大統領）と筆者
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講座実施計画
日　　時 テーマ 場　　所 内　　容 講　　　　　師

５月12日㈰
15:00～

◇開講式
第１回講座

ひまわり会館
ふれあいホール 未定 海陽町　

町長　三浦茂貴さん

５月29日㈬　　　　 　　選択講座
現地研修 牟岐町 パッチワーク作り 小栗加代子さん

７月27日㈯
15:00～

第２回講座
天　文

ひまわり会館
ふれあいホール JAXA 講演会 JAXA講師

７月29日㈪～
８月１日㈭
18:00～20:00

選択講座
情　報

富岡公民館
ＯＡ室 パソコン講座 上田泰生さん

古住勝美さんほか

８月31日㈯
13:00～

第３回講座
歴　史

阿南市文化会館
研修室

長国埋蔵文化財につ
いて 文化振興課

９月29日㈰
14:00～

第４回講座
防　災 富岡公民館 南海トラフ震災時の

避難所運営について
阿南市危機管理課
危機管理監

10月16日㈬ 選択講座
現地研修 海陽町 城満寺海洋自然博物

館マリンジャム
城満寺
住職　田村航也さん

11月９日㈯
10:00～　14:00～

選択講座
健　康

ひまわり会館
グルメルーム 健康食 食生活改善推進員

井村玉惠さん

11月30日㈯ 選択講座
現地研修 神戸市方面 講演

「震災からの復興」
南京町商店街振興協会
曹　英生さん

12月８日㈰
10:00～

第５回講座
人権フェスティバル参加

文化会館
夢ホール 未定 未定

１月25日㈯
13:30～

第６回講座
生涯学習推進大会参加 富岡公民館 未定 未定

２月16日㈰
15:00～

第 7 回講座
国際交流
◇閉講式

ひまわり会館
ふれあいホール 未定

鳴門教育大学
国際教育コーディネーター
細川威典さん

６月～11月
平日午前 出張講座　　　　　　　　 那賀町、美波町　

牟岐町、海陽町 調理 未定

講座内容・日程　別表の予定（未定は現在調整中）　　定員　130人
※定員を超えた場合は抽選を行い、開講式の案内をもって当選とさせていただきます。
受講資格　学習意欲のある方　　受講料　年間1,500円（料理教室、現地研修などは実費負担があります）
受講場所　ひまわり会館ほか
申込方法　はがきに住所、氏名、フリガナ、電話番号、携帯電話番号を記入の上、４月15日㈪までに生涯学習
課へお申し込みください。なお、電話での受付はいたしません。
申込み・問い合わせは　〒774-8501　富岡町トノ町12番地３　生涯学習課（☎22−3391）へ

■投票
　日時　４月７日㈰　7:00～20:00〈伊島投票区は６日㈯〉
　※大井・大田井・阿瀬比・新野西・福井上分・蒲生田・後・椿泊は19:00まで
■期日前投票　
　日時　知事  ３月22日㈮～４月６日㈯　県議  ３月30日㈯～４月６日㈯　8:30～20:00〈伊島投票区は５日㈮まで〉
　場所　阿南市役所１階　多目的スペース
■子どもと一緒に選挙に行こう！

18歳未満の子どもは、投票する人と一緒に投票所に入場できます。
総務省が行った平成28年の参議院選挙における意識調査では、子どもの頃に親が行く投票について行ったことが
ある人の方が、ついて行ったことがない人と比べて、投票をした割合が20ポイント以上高くなっています。

問い合わせは　選挙管理委員会事務局（☎22−3791）へ

南阿波（阿南・那賀・美波・牟岐・海陽）定住自立圏連携事業

第43回（平成31年度）成人大学受講生募集

徳島県知事選挙・徳島県議会議員一般選挙  ４月７日㈰が投票日です

市
税
納
付
の
平
日
延
長
窓
口
に

つ
い
て

　

今
年
度
か
ら
税
務
課
に
お
け
る

平
日
延
長
窓
口
は
、
毎
月
第
３
水

曜
日
の
み
の
開
設
と
し
ま
す
が
、

午
後
７
時
15
分
ま
で
延
長
し
ま

す
。　

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
納
税
係

（
☎
22

－

１
７
９
２
）
へ

不
動
産
の
無
料
相
談
会

　

適
正
な
地
価
形
成
や
地
価
情
報

の
普
及
等
の
た
め
「
不
動
産
鑑
定

士
に
よ
る
不
動
産
の
価
格
に
関
す

る
無
料
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
４
月
23
日
㈫　

午
前
10
時

～
午
後
４
時

場
所　
阿
南
市
商
工
業
振
興
セ
ン

（投票できる要件等、くわしくは広報あなん３月号をご覧ください。）
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税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿

（
土
地
・
家
屋
）
の
縦
覧

　

平
成
31
年
度
の
固
定
資
産
の
価

格
（
評
価
額
）
を
次
の
と
お
り
縦

覧
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

期
間　
４
月
１
日
㈪
～
５
月
７
日

㈫
（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
市
役
所
１
階　

税
務
課
固

定
資
産
税
係

縦
覧
で
き
る
方　
固
定
資
産
税
の

納
税
者
ま
た
は
代
理
人

持
参
物　
本
人
確
認
が
で
き
る
公

的
証
明
書
（
免
許
証
、保
険
証
等
）

と
印
鑑
。
代
理
人
の
場
合
は
委
任

状
も
必
要
で
す
。

手
数
料　
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
は
無

料
。
ま
た
、
名
寄
帳
（
ご
自
身
が

納
税
義
務
者
と
な
っ
て
い
る
資
産

の
一
覧
表
）
の
閲
覧
に
つ
い
て
も

縦
覧
期
間
中
は
手
数
料
が
無
料
と

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
固
定
資

産
税
係
（
☎
22

－

１
１
１
４
）
へ

平
成
31
年
度
固
定
資
産
評
価

証
明
書
等
の
発
行
予
定
日

▼
固
定
資
産
評
価
証
明
書

　

４
月
１
日
㈪
～

▼
固
定
資
産
公
課
証
明
書

　

４
月
５
日
㈮
～

※
証
明
書
申
請
時
に
本
人
確
認
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
公
的
証

明
書
（
免
許
証
、
保
険
証
等
）
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
庶
務
係

（
☎
22

－

１
１
１
４
）
へ

市
税
納
付
の
平
日
延
長
窓
口
に

つ
い
て

　

今
年
度
か
ら
税
務
課
に
お
け
る

平
日
延
長
窓
口
は
、
毎
月
第
３
水

曜
日
の
み
の
開
設
と
し
ま
す
が
、

午
後
７
時
15
分
ま
で
延
長
し
ま

す
。　

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
納
税
係

（
☎
22

－

１
７
９
２
）
へ

不
動
産
の
無
料
相
談
会

　

適
正
な
地
価
形
成
や
地
価
情
報

の
普
及
等
の
た
め
「
不
動
産
鑑
定

士
に
よ
る
不
動
産
の
価
格
に
関
す

る
無
料
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
４
月
23
日
㈫　

午
前
10
時

～
午
後
４
時

場
所　
阿
南
市
商
工
業
振
興
セ
ン

タ
ー
１
階　

産
業
開
発
室

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
県
不
動
産

鑑
定
士
協
会
（
☎
０
８
８

－

６
２

３
－

７
２
４
４
）
ま
た
は
企
画
政

策
課
（
☎
22

－

３
４
２
９
）
へ

平
成
31
年
４
月
か
ら

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金

保
険
料
が
免
除
と
な
り
ま
す

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が

属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
カ
月
間

（
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
出
産
予
定

日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の

３
カ
月
前
か
ら
６
カ
月
間
）
の
国

民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

対
象
者　
「
国
民
年
金
第
一
号
被

保
険
者
」
で
平
成
31
年
２
月
１
日

以
降
に
出
産
さ
れ
た
方
お
よ
び
出

産
予
定
の
方

届
出
時
期　
出
産
予
定
日
の
６
カ

月
前
か
ら

※
た
だ
し
、
届
出
が
で
き
る
の
は

平
成
31
年
４
月
１
日
以
降

必
要
書
類　
出
産
予
定
日
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

（
母
子
手
帳
な
ど
）、
個
人
番
号

カ
ー
ド
ま
た
は
個
人
番
号
通
知

カ
ー
ド
、
年
金
手
帳
、
印
鑑
、
本

人
確
認
書
類
、
委
任
状
（
ご
本
人

以
外
が
手
続
き
さ
れ
る
場
合
）

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

　
20
歳
の
学
生
で
す
が
、

収
入
が
な
い
の
で
、
国
民

年
金
の
保
険
料
を
支
払
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た
ら
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。

　

所
得
の
少
な
い
学
生
が

申
請
し
、
承
認
さ
れ
る
こ

と
で
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り

ま
す
。 

　

学
生
の
方
で
、
納
め
ら
れ
な
い

か
ら
と
い
っ
て
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
将
来
年
金
を
受
給
で
き

な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

納
付
が
難
し
い
場
合
は
学
生
納
付

特
例
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
に
は
、
年
金
手
帳
、
学
生
証
の

写
し
ま
た
は
在
学
証
明
書
、
印
鑑
、

来
庁
者
の
本
人
確
認
書
類
、
ご
本

人
以
外
が
手
続
き
さ
れ
る
場
合
は

委
任
状
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
学
生
納
付
特
例
が
一
度

承
認
さ
れ
る
と
翌
年
度
以
降
、
在

学
期
間
中
は
毎
年
４
月
頃
に
、
は

が
き
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申
請

書
が
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
保
険
年
金
課

（
☎
22

−

１
１
１
８
）
へ

ＱＡ 年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

水道課からのお知らせ
水道メーターの交換
水道メーターは、正確な計量・検針ができるよ
う計量法に基づき有効期間が定められています。
そのため、有効期間満了前に交換作業を毎年実
施しています。ご協力をお願いします。
交換予定地区　富岡西地区、富岡東地区、

辰巳町、宝田町、横見町、
才見町、見能林町、那賀川町

交換予定期間　５月～ 2020 年 2 月
交換する際は各戸に事前に通知します。

水道メーターの検針
毎月１回、水道ご使用中のお客さまのご家庭や
会社等にお伺いして、水道メーターの検針を
行っています。スムーズな検針が行えるよう、
ご協力をお願いします。
▶水道メーターは、いつも見やすくしておいて

ください。
▶メーターボックスの上に物を置かないように

してください。
▶メーターボックスの上に車など駐車しないよ

うにしてください。
▶犬は放し飼いにせず、出入口やメーターボック

スから離れた場所につないでおいてください。
▶家屋等の増改築時、メーターボックスが屋内

や見えにくい位置にならないよう気をつけて
ください。（水道メーターの移設等にかかる
費用は、お客さまのご負担となります）

問い合わせは　阿南市水道料金お客様センター
（水道課内☎22ー0587）へ
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立
地
適
正
化
計
画
と
は

　

地
方
都
市
で
は
、
今
後
も
厳
し

い
人
口
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
地
域
の
人
口
密
度
が
低
下
し
、

低
い
人
口
密
度
の
市
街
地
が
形
成

さ
れ
る
と
、
将
来
病
院
や
商
店
な

ど
の
生
活
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
困
難
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

人
口
減
少
下
に
お
い
て
も
生
活

サ
ー
ビ
ス
機
能
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
は
、
一
定
の
エ
リ
ア
に
お

い
て
人
口
密
度
を
維
持
し
、医
療
・

福
祉
、
商
業
施
設
等
の
都
市
機
能

を
集
約
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
過
度
に
自
家
用
車
に

頼
ら
ず
、
公
共
交
通
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
高
齢
者
な
ど
の
住
民
が

こ
れ
ら
の
施
設
に
ア
ク
セ
ス
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
日
常
生
活
に
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
身
近
に
存
在

す
る
、「
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
考
え
方
に
基

づ
く
ま
ち
づ
く
り
計
画
が
立

地
適
正
化
計
画
で
す
。

　

本
市
で
は
、
市
街
化
区
域

内
の
鉄
道
駅
等
を
中
心
と
す

る
６
箇
所
に
拠
点
を
設
定

し
、
各
拠
点
内
に
「
居
住
誘

導
区
域
」
と
「
都
市
機
能
誘

導
区
域
」
を
定
め
、
コ
ン
パ

ク
ト
な
ま
ち
を
形
成
す
る
と

と
も
に
、
各
拠
点
間
を
公
共

交
通
で
連
絡
し
、
各
種
誘
導

施
策
の
推
進
に
よ
り
居
住
誘

導
区
域
内
の
人
口
密
度
や
生

活
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
維
持

し
、
市
全
体
の
人
口
が
減
少

す
る
中
で
も
将
来
に
わ
た
っ

て
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

都
市
機
能
誘
導
区
域
お
よ
び

居
住
誘
導
区
域
の
設
定

　

交
通
の
利
便
性
や
生
活
サ
ー
ビ

ス
施
設
の
集
積
状
況
、人
口
密
度
、

災
害
リ
ス
ク
等
を
考
慮
し
た
う
え

で
都
市
機
能
誘
導
区
域
と
居
住
誘

導
区
域
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

都
市
機
能
誘
導
区
域
は
、医
療
・

福
祉
、
商
業
施
設
等
の
都
市
機
能

の
立
地
を
誘
導
す
べ
き
区
域
で
す
。

　

居
住
誘
導
区
域
は
、
自
家
用
車

き
、
都
市
機
能
誘
導
区
域
の
外
側

で
誘
導
施
設
の
建
築
等
を
行
う
場

合
や
、
居
住
誘
導
区
域
の
外
側
で

一
定
規
模
以
上
の
住
宅
の
建
築
等

の
行
為
を
行
う
場
合
は
、
開
発
行

為
等
に
着
手
す
る
30
日
前
ま
で
に

市
長
へ
届
け
出
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
（
☎
22

－

１
５
９
６
）
へ

阿
南
市
立
地
適
正
化
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

集
住
と
都
市
機
能
の
集
約
と
の
連
携
に
よ
る
、

愛
着
を
持
っ
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち

〝
阿
南
〟づ
く
り

　
本
市
は
、
人
口
減
少
下
に
お
い
て
も
一
定
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
し
つ
つ
、
将
来
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
で
あ
り
続
け
る
た
め
、「
阿
南
市
立
地
適
正
化
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
の
で
、
公
表
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

に
過
度
に
頼
ら

ず
、
日
常
生
活
に

必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
便

利
な
区
域
で
す
。

各
種
誘
導
施
策
の

推
進
に
よ
り
、
居

住
誘
導
区
域
内
で

の
居
住
を
緩
や
か

に
誘
導
す
る
も
の

で
あ
り
、
住
む
場

所
を
制
限
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。事

前
届
出
が

必
要
で
す

　

立
地
適
正
化
計

画
の
公
表
後
は
法

律
の
規
定
に
基
づ

き
「
届
出
制
度
」

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
に
基
づ

立地適正化計画のイメージ

届出制度のイメージ
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住
宅・建
築
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
費
用
を

補
助
し
ま
す

　

申
請
時
に
、
建
築
後
５
年
以
上

経
過
し
た
居
住
す
る
住
宅
で
、
市

内
に
本
店
ま
た
は
支
店
等
の
事
業

所
が
あ
る
建
設
業
者
に
依
頼
し
て

行
う
工
事
費
の
一
部
（
上
限
20
万

円
）
を
補
助
し
ま
す
。

予
定
戸
数
等　
予
定
戸
数
80
戸
で
、

受
付
は
先
着
順
と
し
、
予
定
戸
数

に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

※
要
件
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
く

わ
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

住
宅
の
耐
震
化
を
支
援
し
ま
す

　

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
積
極
的

に
進
め
て
い
ま
す
。

▼
耐
震
診
断　

要
件　
平
成
12
年
５
月
31
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
住
宅　

自
己
負
担
額　
３
０
０
０
円　

予
定
戸
数　
１
０
０
戸

▼
補
強
計
画　

要
件　
耐
震
診
断
で
、
評
点
1
・

0
未
満
と
判
定
さ
れ
た
住
宅

自
己
負
担
額　
６
０
０
０
円　

予
定
戸
数　
30
戸

▼
耐
震
改
修
支
援
事
業　

要
件　
耐
震
診
断
で
、
評
点
1
・

0
未
満
と
判
定
さ
れ
、
改
修
後
の

評
点
を
1
・
0
以
上
と
す
る
工
事
等　

補
助
上
限　
１
０
０
万
円

予
定
戸
数　
30
戸

▼
住
ま
い
の
安
全
・
安
心
な

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業　

要
件　
耐
震
診
断
で
、
評
点
1
・

0
未
満
と
判
定
さ
れ
、
改
修
後
の

評
点
を
向
上
さ
せ
る
工
事
等　

補
助
上
限　
60
万
円

予
定
戸
数　
15
戸

▼
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
支
援
事

業要
件　
耐
震
診
断
で
、
評
点
1
・

0
未
満
と
判
定
さ
れ
た
住
宅　

補
助
上
限　
80
万
円　

予
定
戸
数　
５
戸

▼
住
替
え
支
援
事
業　

要
件　
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
住
宅
で
、
耐
震
診

断
で
評
点
0
・
7
未
満
と
判
定
さ

れ
、
居
住
す
る
住
宅
の
全
て
を
除

却
す
る
工
事
等　

補
助
上
限　
30
万
円　

予
定
戸
数　
10
戸

※
各
支
援
事
業
の
受
付
は
、
先
着

順
と
し
、
予
定
戸
数
に
達
し
次
第

終
了
し
ま
す
。

※
各
支
援
事
業
に
は
、
こ
の
ほ
か

に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
く

わ
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
住
宅
・
建
築
課

（
☎
22

－

３
４
３
１) 

へ

パートナーシップセミナー
男性料理教室（前期）参加者募集

男女が共にいきいきと生活できる男女共同参画社会を実現
するためには、まず家庭から。男性の皆さん、簡単な料理
から楽しく学んでみませんか。
開催日　５月10日㈮、21日㈫、6月4日㈫、18日㈫、
　　　　７月２日㈫、16日㈫
時間　10:00～13:00
場所　ひまわり会館３階　グルメルーム
定員　30人（先着順）
参加費　１回500円（材料費として当日集金）
申込方法　住所、氏名、年齢、電話番号を記入の上、電話、
ファクスまたははがきでお申し込みください。
申込期間　４月１日㈪～12日㈮（当日消印有効）
※いただいた個人情報は目的以外に使用しません。
申込み・問い合わせは
〒774-8501　富岡町トノ町12番地３　
男女共同参画室（☎22−7401・FAX22−4785）へ

果樹経営支援対策事業説明会
の開催について

果樹経営支援対策事業とは、消費者ニーズに対応した収益
性の高い優良品目・品種への転換や園地整備等、前向きな
取組を行う担い手や産地を支援するものです。
また、同事業を活用して優良品目・品種への改植を実施し
た担い手に対して、改植後の未収益期間を支援します。平
成31年度第１次申請に向けての説明会を開催しますので、
ご希望の方はご参加ください。
日時　４月５日㈮　14:00～
場所　ＪＡアグリあなん２階　会議室
問い合わせは　農林水産課（☎22−1598）へ

中小企業の経営相談会のご案内
中小企業・小規模事業者の皆さんのさまざまな経営相談を
行っています。本年は、キャッシュレス元年です。インタ
ーネットのエリアマーケティングと合わせた導入が効果的
です。手順・手法等経営上の相談がある方は、お気軽にご
連絡ください。
●県南部サテライト相談所
　日時　４月10日㈬、５月８日㈬、６月12日㈬
 　　　　10:00～16:00
　※前日までに徳島県よろず支援拠点にご予約ください。
　※毎月第２水曜日に開催します。
　場所　南部総合県民局阿南庁舎3階　協議室
問い合わせは　徳島県よろず支援拠点（☎088−676−
4625）または商工観光労政課（☎22−3290）へ

人権教育・啓発
●阿南市における人権教育および人権啓発に係る調査
　および研究に関する活動費補助金について　　
同和問題をはじめとするさまざまな人権問題の解決のため
に行う人権教育・啓発に係る調査・研究活動に対し補助を
することにより、市民が自ら学び、差別をなくす実践につ
ながることを目的とします。
申請期間　４月１日㈪～５月７日㈫
補助金の交付対象、申請方法、補助対象経費、補助金額等
についてはお問い合わせください。

●第１回阿南市人権教育・啓発市民講座　　　　　　　　
日時　４月23日㈫　14:00～15:30
場所　文化会館１階　視聴覚室
演題　「男女共同参画の今」
講師　アイ女性会議徳島県本部事務局長　高開千代子さん
※手話通訳あり
※託児あり（10カ月から８歳まで。４月15日㈪までに要申込み）
問い合わせは　人権・男女参画課（☎22−3094）へ

11　広報あ な ん 2019.04



10連休中の行政サービス対応
○は開館、−は閉館となります。

※ご質問がございましたら、お問い合わせは開館中、または連休前にお願いします。

施設名・業務内容 4/27
㈯

4/28
㈰

4/29
㈪

4/30
㈫

5/1
㈬

5/2
㈭

5/3
㈮

5/4
㈯

5/5
㈰

5/6
㈪ 備　　　考

市役所・支所・住民センター
一般行政業務

(代表☎22−1111)
ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 出生届、死亡届等の戸籍の届け出は、市役所 1

階の宿直室までお願いします。

生活環境課
可燃ごみ・資源ごみ収集

（☎22−0001）
ー ー ー ー ー ○ ○ ー ー ー

5/2 ㈭、5/3 ㈮を特別収集日とします。
くわしくはチラシ「美しいあなん」をご確認く
ださい。

エコパーク阿南
ごみ受入業務

（☎49−5823）
○ ○ ー ー ー ○ ○ ー ー ○

環境啓発センター
（☎49−5820） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

阿南図書館
（☎23−2020） ○ ○ ー ー ○ ○ ー ー ー ー

那賀川図書館
（☎42−3111） ○ ○ ー ー ○ ○ ー ー ー ー

羽ノ浦図書館
（☎44−2100） ○ ○ ー ー ○ ○ ○ ○ ○ ー 5/14 ㈫は臨時休館日となります。

科学センター
（☎42−1600） ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ 4/26 ㈮は臨時休館日となります。

体育施設（南部健康運動公園、
体育館、Ｂ＆Ｇ海洋センター等）

貸館業務
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ お問い合わせは、各体育施設へお願いします。

文化会館
（☎21−0808） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

情報文化センター
（☎44−5000） ○ ○ ー ー ○ ○ ○ ○ ○ ー

阿波公方・民俗資料館
（☎42−2966） ○ ○ ー ー ー ー ー ○ ○ ー

勤労女性センター
（☎44−5611） ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○

商工業振興センター
（☎24−3232） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

阿南社会福祉会館
（☎24−3141）
那賀川社会福祉会館

（☎42−3319）

○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー
4/19 ㈭までの事前申請により使用可能です。
連休中の阿南社会福祉会館へのお問い合わせは
光のまちステーションプラザまで。

あなんスマート・ワークオフィス
（商工観光労政課☎28−9889） ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー 4/19 ㈭までの事前申請により使用可能です。

かもだ岬温泉保養施設
（☎21−3030）

道の駅公方の郷なかがわ
（☎21−2631）

光のまちステーションプラザ
（☎24−3141）
キラキラあなん

（商工観光労政課☎22−3290）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ かもだ岬温泉保養施設は、4/28㈰のみ20:00
まで開館します。

夜間休日診療
（市消防本部☎22−1120）

★
夜

○
昼・夜 ★ ○ ★

昼・夜
○

昼・夜
○

昼・夜
○ ★
昼・夜 ★ ○

昼・夜
★ ○
昼・夜

昼診療：9:00～17:00
夜診療：17:00～22:00（27日は18:00～）
★印は市内当番医療機関での対応となります。

加茂谷診療所 （☎25−0200）
伊島診療所 （☎33−0304） ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

ひまわり会館　貸館業務
（☎23−6600） ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー

葬斎場
（☎22−0623） ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○

羽ノ浦地域交流センター
（☎44−3111） ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○
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535

「
自
然
か
ら
のメッ

セ
ー
ジ
」

適
さ
や
合
理
主
義
を
求
め
る
社

会
に
よ
っ
て
、
自
然
が
徐
々
に

壊
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
22
年
前
か
ら
学
習
塾
を

経
営
し
て
い
ま
す
。
一
生
懸
命

勉
強
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
そ

の
多
く
が
都
会
に
出
て
い
き
ま

す
。
し
か
し
、
結
婚
し
て
子
ど

も
が
で
き
る
と
、
空
気
の
良
い

広
々
と
し
た
自
然
の
中
で
伸
び

伸
び
と
育
て
た
い
と
地
元
に
戻

っ
て
く
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

温
か
く
優
し
い
地
域
の
人
々

に
守
ら
れ
、

自
然
か
ら
い

ろ
い
ろ
学
び

な
が
ら
、
す

く
す
く
育
っ

て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま

す
。

　

塾
の
生
徒

た
ち
に
は
、
未
来
に
生
ま
れ
て

く
る
子
ど
も
た
ち
に
、
平
和
で

美
し
い
地
球
を
残
す
こ
と
の
で

き
る
賢
い
大
人
に
育
っ
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
そ

の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
い
い

と
日
々
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
は
新
野
町
の
阿
地
建
和
さ

ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

「
♪
カ
ー
テ
ン
を
開
い
て　

静
か

な
木
漏
れ
日
の　

や
さ
し
さ
に
包

ま
れ
た
な
ら
き
っ
と　

目
に
映
る

全
て
の
こ
と

は
メ
ッ
セ
ー

ジ
♪
」
ユ
ー

ミ
ン
の
歌
で

す
。

　

庭
に
飛
ん

で
く
る
チ
ョ

ウ
、
赤
い
木

の
実
、
野
に

咲
く
小
さ
な
草
花
、
小
川
の
水
鳥
、

田
に
は
鷺さ

ぎ

、
夜
に
は
満
天
の
星
、

奇
麗
だ
な
と
思
っ
た
瞬
間
、
こ
の

フ
レ
ー
ズ
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

　

32
年
前
こ
の
地
に
住
み
始
め
た

と
き
、
川
に
は
魚
が
い
っ
ぱ
い
飛

び
跳
ね
、
カ
エ
ル
は
家
の
中
ま
で

侵
入
し
て
き
て
い
ま
し
た
。
今
よ

り
も
っ
と
い
っ
ぱ
い
自
然
が
あ
っ

た
は
ず
で
す
。
こ
ん
な
桃
源
郷
の

よ
う
な
田
舎
で
さ
え
、
人
間
の
快

新野町
貞本 恭子さん

平
成
31
年
度
小
型
合
併
処
理

浄
化
槽
補
助
金
申
請
を
受
付

対
象　
市
内
に
お
い
て
、
10
人
槽

以
下
の
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
を

住
居
用
に
設
置
す
る
方
で
、
平
成

32
年
（
２
０
２
０
年
）
３
月
末
ま

で
に
浄
化
槽
設
置
工
事
を
完
了
で

き
る
方
。（
た
だ
し
、
す
で
に
着

工
さ
れ
て
い
る
方
な
ら
び
に
下
水

道
法
第
４
条
第
１
項
の
事
業
計
画

に
定
め
た
区
域
、
阿
南
市
伊
島
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
事

業
区
域
、
阿
南
市
春
日
野
地
域
下

水
道
条
例
第
４
条
に
規
定
す
る
区

域
、
阿
南
市
西
春
日
野
生
活
排
水

処
理
施
設
条
例
第
４
条
に
規
定
す

る
区
域
、
阿
南
市
パ
ス
ト
ラ
ル
ゆ

た
か
野
団
地
生
活
排
水
処
理
施
設

条
例
第
４
条
に
規
定
す
る
区
域
お

よ
び
阿
南
市
羽
ノ
浦
農
業
集
落
排

水
処
理
施
設
条
例
第
４
条
に
規
定

す
る
処
理
区
域
は
除
き
ま
す
。
な

お
、
対
象
区
域
は
、
環
境
保
全
課

で
確
認
で
き
ま
す
）

補
助
金
額　
補
助
金
の
額
は
、
国

の
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

基
準
額
に
基
づ
き
別
に
定
め
て
い

ま
す
。

【
参
考
】
平
成
30
年
度
実
績

▼
５
人
槽
／
33
万
２
千
円

▼
６
～
７
人
槽
／
41
万
４
千
円

▼
８
～
10
人
槽
／
54
万
８
千
円

申
請
期
間　
４
月
１
日
㈪
～
11
月

29
日
㈮
（
土
、
日
、
祝
日
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

交
付
者
の
決
定　
申
請
順
に
予
算

の
範
囲
で
決
定
し
ま
す
。

申
請
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書

（
環
境
保
全
課
備
え
付
け
）
に
必

要
書
類
を
添
付
の
上
、
浄
化
槽
設

置
工
事
が
始
ま
る
日
の
８
日
前
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

①
浄
化
槽
設
置
届
出
書
ま
た
は
浄

化
槽
設
置
に
関
す
る
計
画
書
の

写
し

②
設
置
場
所
の
案
内
図

③
浄
化
槽
設
置
費
の
見
積
書
の
写

　

し
④
浄
化
槽
の
構
造
図

⑤
浄
化
槽
の
配
置
配
管
図

⑥
住
宅
等
を
借
り
て
い
る
方
は
、

賃
貸
人
の
承
諾
書

⑦
登
録
証
の
写
し
お
よ
び
登
録
浄

化
槽
管
理
票
（
Ｃ
票
）

⑧
浄
化
槽
設
備
士
免
状
ま
た
は
小

規
模
合
併
処
理
浄
化
槽
施
工
技

術
特
別
講
習
会
受
講
証
の
写
し

⑨
機
能
保
証
制
度
に
基
づ
く
保
証

登
録
証
の
写
し

⑩
浄
化
槽
法
第
７
条
お
よ
び
第
11

条
検
査
手
数
料
払
込
証
明
書

⑪
申
請
者
本
人
の
住
民
票
お
よ
び

前
年
度
の
納
税
証
明
書
（
市
区

町
村
が
発
行
す
る
も
の
）

⑫
申
請
者
住
所
地
の
浄
化
槽
保
守

点
検
記
録
票
の
写
し
ま
た
は
浄

化
槽
設
置
情
報
確
認
書
（
市
外

ま
た
は
集
合
住
宅
等
に
住
所
の

あ
る
方
は
除
く
）

⑬
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
書
類

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
環
境

保
全
課
（
☎
22

－

３
４
１
３
）
へ

平成31年度阿南市
住宅用太陽光発電システム
導入支援事業補助金申請を受付

住宅用太陽光発電システムを導入する
方に対して補助金を交付します。申請
方法等くわしくは、市ホームページを
ご覧ください。　　
金額　１件につき50,000円
募集件数　100件
※募集件数に達した時点で受付を終了

します。
募集期間　４月１日㈪～11月29日㈮
※郵送による応募は受付できません。
※店舗兼住宅、アパート・マンション

等の集合住宅は対象外です。
問い合わせは　
環境保全課（☎22−3413）へ
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徳
島
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
（
Ｊ
Ａ
徳

島
厚
生
連
）
が
施
設
等
を
整
備
し
、
運
営
を
す
る

「
阿
南
医
療
セ
ン
タ
ー
」

は
、
３
月
13
日
に
竣
工

式
（
神
事
）
お
よ
び
落

成
記
念
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
し
い
病
院

と
し
て
設
立
さ
れ
る
医

療
セ
ン
タ
ー
は
、
５
月

１
日
付
で
開
設
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
長
き
に
わ

た
り
ま
し
て
県
南
部
の

中
核
医
療
機
関
と
し
て
地
域
医
療
の
充
実
に
貢
献

さ
れ
て
こ
ら
れ
た
阿
南
共
栄
病
院
と
阿
南
中
央
病

院
は
４
月
30
日
付
を
も
っ
て
閉
院
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
患
者
さ
ん
の
移
動

や
医
療
機
器
な
ど
の
移
動
・
設
置
な
ど
を
経
て
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
の
５
月
７
日
か
ら
外

来
診
療
が
始
ま
り
ま
す
。

　

本
市
も
、
医
療
セ
ン
タ
ー
が
地
域
住
民
の
健
康

と
安
全
・
安
心
を
担
う
、
地
域
に
根
ざ
し
た
信
頼

さ
れ
る
新
病
院
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

いよいよ「阿南医療センター」開院 ゴールデンウィーク明け
５月７日に外来診療始まる

シリーズ
地域医療の明日を考える〈 5 〉

●診療科　21診療科　
内科、消化器内科、循環器内科、呼吸器内科、糖尿
病・代謝内科、リウマチ科、小児科、外科、乳腺・
甲状腺外科、脳神経外科、整形外科、産婦人科、耳
鼻咽喉科、眼科、皮膚科、形成外科、泌尿器科、放
射線科、麻酔科（吉田禎宏）、リハビリテーション科、
病理診断科

※院内標榜科　７診療科
（医療法施行令に規定されていないが、患者の受診
しやすさなどを考えて細分化された「専門診療科」）
消化器外科、肛門外科、呼吸器外科、心臓血管外科、
神経内科、血液内科、外来化学療法科

●敷地面積　約19,821㎡
●延床面積　約31,789㎡（新棟約15,972㎡、

既存棟約15,817㎡）
●新棟構造　鉄骨づくり6階建て

（免震構造・屋上ヘリポート設置）
●病床数　398床　
　内訳　一般病棟（急性期）263床、  

回復リハビリテーション病棟 40床、
地域包括ケア病棟 30床、
緩和ケア病棟 15床、
療養病棟 50床

●駐車台数　310台程度（患者専用）

阿南医療センター概要

日
時　
４
月
20
日
㈯　

午
前
10
時
～
午
後
４

時
（
受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

場
所　
阿
南
医
療
セ
ン
タ
ー
（
宝
田
町
川
原

６
番
地
１
）

内
容　
医
療
セ
ン
タ
ー
内
の
施
設
や
病
棟
見
学

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
共
栄
病
院
内
新
病
院

開
院
準
備
室（
☎
44
―
３
３
０
３
）へ

阿
南
医
療
セ
ン
タ
ー
内
覧
会

１階エントランス

正面玄関

広報あ な ん 2019.04　14



は
じ
め
に

　

あ
な
ん
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
は
、「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」
の
施

行
に
と
も
な
い
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
阿
南

市
の
委
託
を
受
け
開
設
し
た
新
し
い
機
関
で

す
。
知
名
度
は
徐
々
に
広
が
り
、
こ
の
４
年

間
で
５
６
０
０
件
余
り
の
相
談
を
行
い
、
阿

南
市
で
の
生
活
自
立
支
援
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

１
．「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」
と
は

　
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」
は
、
基
本

的
に
は
生
活
保
護
に
至
る
前
の
段
階
で
、
生

活
自
立
に
向
け
た
支
援
を
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
」

で
行
え
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。
生
活
は

繰
り
返
し
の
連
続
で
昨
日
と
今
日
、
今
日
と

明
日
は
全
く
違
う
と
い
う
事
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
そ
の
繰
り
返
し
が
綿
々
と
続
く
こ
と
で

「
生
活
」
は
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

事
故
、
け
が
、
病
気
、
倒
産
、
解
雇
、
離
婚
、

自
然
災
害
な
ど
不
測
の
事
態
で
生
活
形
態
が

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

あ
な
ん
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー　

吉
原 

明
則 

さ
ん

崩
れ
た
と
き
、
人
は
戸
惑
い
悩
み
苦
し
む
こ

と
が
あ
り
ま
す
。「
自
分
に
は
関
係
な
い
」
と

思
わ
れ
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
生
活

が
崩
れ
る
原
因
は
表
裏
一
体
の
も
の
で
、
少
し

の
違
い
で
い
つ
で
も
起
こ
り
う
る
も
の
だ
と
、

こ
の
事
業
に
か
か
わ
っ
て
改
め
て
気
づ
か
さ
れ

ま
す
。
例
え
ば
、
長
期
の
入
院
を
強
い
ら
れ

失
業
し
た
中
高
年
の
男
性
は
、
今
ま
で
の
よ

う
な
仕
事
は
で
き
ず
、
収
入
も
途
絶
え
、
再

就
職
も
ま
ま
な
ら
ず
生
活
が
苦
し
く
な
り
、

自
暴
自
棄
と
な
る
「
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
」
に
陥

っ
た
り
、
ス
マ
ホ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
収

入
が
支
払
い
に
追
い
付
か
ず
、
滞
納
が
続
い
て

メ
ン
タ
ル
を
崩
し
失
業
し
た
若
年
者
が
引
き

こ
も
っ
た
等
、
非
日
常
で
は
な
く
日
常
の
中

に
そ
う
し
た
「
つ
ま
づ
き
」
が
原
因
で
困
窮

に
な
っ
た
ケ
ー
ス
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
非
正
規
社
員
で
年
収
が
２
０
０
万
円

を
下
回
る
い
わ
ゆ
る
〝
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
〟
の

方
々
、
雇
い
止
め
や
職
場
内
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
で

の
離
職
等
、
本
人
の
適
性
や
能
力
に
関
係

な
い
原
因
で
貧
困
に
陥
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。
そ
う
し
た
個
人
の
責
任
や
自
助
努

力
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
事
態
に
対
し
、

社
会
保
障
制
度
等
を
活
用
し
、
安
定
し
た

生
活
へ
と
導
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

２
．
自
立
し
た
生
活
を
営
む
た
め
に

　

憲
法
第
25
条
「
す
べ
て
国
民
は
、
健
康

で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権

利
を
有
す
る
。」
と
う
た
わ
れ
70
年
余
り
、

生
存
権
の
保
障
と
い
う
観
点
か
ら
フ
ォ
ー

マ
ル
な
支
援
と
し
て
は
生
活
保
護
や
医
療

保
険
、
児
童
福
祉
等
が
あ
り
、
イ
ン
フ
ォ

ー
マ
ル
な
支
援
と
し
て
地
域
社
会
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
長
年
か

け
て
整
備
さ
れ
て
き
た
制
度
も
生
活
の
多

様
化
、
価
値
観
の
変
化
に
と
も
な
い
、
制

度
の
隙
間
で
ど
の
支
援
も
受
け
ら
れ
ず
、

何
ら
手
だ
て
も
な
い
ま
ま
困
窮
し
た
生
活

を
営
ま
れ
て
い
る
方
々
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。「
自
立
」
と
は
他
の
助
け
を
受
け

ず
自
分
だ
け
の
力
で
行
動
ま
た
は
生
活
を

す
る
と
い
う
考
え
の
も
と
に
、
最
終
的
に

は
、
来
所
さ
れ
た
方
々
が
個
人
の
尊
厳
を

持
っ
て
生
活
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
考
え
、

支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
支
援
終
了
後
も

地
域
の
「
居
場
所
」
と
し
て
、
ま
た
困
っ

た
と
き
の
駆
け
込
み
場
所
と
し
て
、
自
立

す
る
ま
で
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
継
続
し

て
い
ま
す
。

３
．
自
立
支
援
に
向
け
て

　

私
た
ち
が
考
え
る
〝
自
立
〟
に
は
「
生

活
自
立
」「
社
会
自
立
」「
経
済
自
立
」
が

あ
り
ま
す
。
日
常
生
活
で
は
ど
れ
も
欠
く
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
特
に
生
活
基
盤
の
基
礎

と
な
る
収
入
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

で
、
経
済
的
な
困
窮
は
生
活
全
般
、
社
会
と

の
関
わ
り
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
ま

た
、
メ
ン
タ
ル
面
で
の
ス
ト
レ
ス
は
相
当
な

も
の
で
、
家
族
に
も
負
担
を
与
え
る
ば
か
り

で
は
な
く
、
本
人
自
身
の
自
尊
感
情
す
ら
奪

い
か
ね
る
恐
れ
が
あ
り
、
次
の
段
階
に
移
行

し
よ
う
と
す
る
意
欲
さ
え
削
い
で
し
ま
う
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。
相
談
者
の
現
状
と
困
窮

に
陥
っ
た
（
陥
り
そ
う
な
）
原
因
を
明
ら
か

に
し
な
が
ら
、「
就
職
は
手
段
で
、
自
立
し

た
生
活
確
保
が
目
的
」
と
い
う
マ
イ
ン
ド
で
、

相
談
者
の
尊
厳
（
基
本
的
人
権
）
を
守
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
当
事
者
の
家
族
や

地
域
の
事
情
も
考
慮
し
最
善
の
支
援
を
共
に

考
え
て
い
く
こ
と
が
、
継
続
的
な
自
立
し
た

生
活
が
送
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

あ
な
ん
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
は
、
相
談
者
に
寄
り
添
い
、
相
談
者
が

心
を
開
い
て
相
談
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
き
ま
し
た
。「
い
ろ
い
ろ
な
生
活
上
の

困
り
事
」
を
抱
え
る
多
く
の
市
民
か
ら
の
相

談
を
受
け
付
け
、「
生
活
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ

ュ
」
と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
確
立
し
て
い

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
い
つ
で
も
ご
連
絡
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

阿
南
市
で
も
ス
タ
ー
ト
　
一
人
で
悩
ま
ず
に
、ま
ず
は
ご
相
談

　
阿
南
市
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
の
花
言
葉

は
、「
光
輝
く
」
で
す
。
人
権
に
つ
い
て

考
え
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、
ま
さ
に
光
り

輝
く
阿
南
市
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
人
権
教
育
・
啓
発
コ
ー
ナ
ー
「
ひ
ま
わ

り
」
で
は
、
人
権
に
対
す
る
思
い
を
掲
載

し
て
い
き
ま
す
。

人権教育・啓発コーナー

ひまわり
�

問
い
合
わ
せ
は　

　

人
権
・
男
女
参
画
課

　
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ
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市民生活課で、顔写真を撮影して申請するサービスを実施しています（無料）

マイナンバーカードをお持ちでない方は、
申請をお願いします。

らは、 、どこでも、
！

、

サービス開始

問い合わせは　市民生活課（☎22－1116）へ

コンビニで証明書を取得する方法
タッチパネルで画面の指示に従って操作するので簡単です

STEP1
店舗に設置されているキオスク端
末（マルチコピー機）の画面に表
示される「行政サービス」を選択

STEP2
「証明書交付サービス」を選択

STEP3
キオスク端末所定の場所に
マイナンバーカードを置く

STEP4
「利用者証明用電子証明書」
の暗証番号を入力

STEP5
証明書の種別や部数を選択

入力内容を最終確認

STEP6
証明書交付手数料を支払
い、印刷される証明書と領
収書を受領する
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住民票の写し等のコンビニ交付

４月３日から始まります

阿南市は、マイナンバーカードを利用して、住民票の写しや印鑑登録証明書など
を全国のコンビニのキオスク端末（マルチコピー機）で取得できる、コンビニ交
付サービスを開始します。

マイナンバーカード交付時に設定した利用者証明用電子証明書の暗証番号（数字４桁）も必要と
なりますのでご確認ください。なお、暗証番号をお忘れの場合は、初期化の手続きが必要です。

―重　要―
コンビニ交付サービスのご利用には、マイナンバーカードの中に

「利用者証明用電子証明書」が格納されていることが必要です。

証明書の種類 窓口の場合 コンビニの場合
住民票の写し 350円 250円
印鑑登録証明書 350円 250円
戸籍全部事項（個人事項）証明書 450円 350円
戸籍の附票の写し 350円 250円

お得 交付手数料が市役所窓口での交付より100円減額されます。

安心 利用者の多いコンビニでも個人情報は守られます。

●ご自身で操作して証明書を取得するため、ほかの人に見られることはありません。
●通信ネットワークの安全対策や証明書の偽造・改ざん対策などの、個人情報を守る

仕組みが構築されています。

便利 夜間や休日、また証明書が急に必要になった時もコンビニで取得できます。

・住民票の写し　　　・印鑑登録証明書　　　　　　　　　　　　　  
・戸籍全部事項（個人事項）証明書（本籍が阿南市の方）
・戸籍の附票の写し（本籍が阿南市の方）

取得できる証明書

6:30～23:00（土日祝も含む）（12月29日～１月３日を除く）
※ゴールデンウィーク10連休中も利用可能

利用可能時間

全国のコンビニ 約54,000店舗利用可能店舗
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小学生に将来の起業への意識を育ててほしいと、「起業体
験ワークショップ みんなで会社をつくって商売をしてみ
よう」が２月16日、17日にショッピングプラザアピカで
開催され、市内の小学４～６年生13人が参加しました（阿
南商工会議所主催）。子どもたちは、実際に起業した経営
者から話を聞き、ビジネスを企画。ＬＥＤ工作品などを販
売する模擬会社を設立して、商品を販売しました。

小学生が起業体験

地域おこし協力隊の渡辺敏郎さん（25歳）が、加茂谷産
すだちを使った調味料「すだち唐辛子」を開発・販売し、
好評を得ています。すだちのさわやかな風味がいろいろな
料理に合います。150㎏のすだちを収穫し、1,000個限定
で生産しました。加茂谷の魅力が詰まった「すだち唐辛子」
は、１個600円。市物産館、道の駅公方の郷なかがわ、か
もだ岬温泉などでお求めいただけます。

第91回選抜高校野球大会（３月23日
から12日間・阪神甲子園球場）に出
場する富岡西高校の吉田光昭校長と野
球部の小川　浩監督、佐野純也部長、
坂本賢哉主将、浮橋幸太選手、末広純
平選手が、２月27日に市役所へ表敬
訪問に来てくれました。坂本主将は、

「徳島県、そして野球のまち阿南の代
表として、はつらつとしたプレーで、
富西の校歌を甲子園に響かせたい」と
抱負を話し、岩浅市長は「応援してい
る市民や全国の富西卒業生のためにも
がんばってきてほしい」と、選手たち
を激励。市から富岡西高校へ甲子園出

さわやかに、ピリ辛「すだち唐辛子」発売

富岡西野球部 夢の舞台「甲子園」へ

場記念プレートを贈呈しました。また、３月15日に組み合わせ抽選会が行われ、１回戦は３月26日㈫
第３試合（14時開始予定）で東邦高校（愛知県）と対戦することに決まりました。いよいよ、選手は
夢の舞台「甲子園」に立ちます。応援をよろしくお願いします。（写真上：表敬訪問、下左：野球寺で
必勝を祈願する、下右：市役所での出発式　竹紙に書いた寄せ書きが贈られた）
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阿南市や地域の出来事を
いち早くチェック！

市ホームページからご覧いただけます。
http://www.city.anan.tokushima.jp/

阿南市フェイスブック

高校再編統合により閉校となる新野高校と阿南工業高校
で、最後の卒業証書授与式がそれぞれの学校で行われまし
た（新野高校は３月１日、阿南工業高校は３月２日）。統
合校の阿南光高校は、県内初となる農工商が一体化した専
門校として、阿南市で新たな歴史を刻みます。（写真は、
新野高校卒業証書授与式のようす）

新野高校、阿南工業高校
最後の卒業証書授与式を実施

本市と阿南警察署は、増加する認知症高齢者の支援を強化
する協定を締結しました。協定は、認知症などにより徘徊
する恐れのある高齢者などの支援を効率的に行うため、関
係機関が連携・協力する支援体制を構築するもの。２月
25日に市長公室で行われた調印式で、阿南警察署長の多
田卓司さんは、「認知症で徘徊する高齢者などを早期発見・
保護できるよう、最善を尽くしたい」とあいさつされました。

認知症高齢者を支援　阿南警察署と協定

「第27回阿南市活竹祭」が２月24日に市役所で開催され、
約１万人の来場者がステージイベントや模擬店での買い物
を楽しみました。市役所玄関前に並んだ特産販売コーナー
には、本市と交流・連携している県外６市も出店。東京都
港区＆白金北里通り商店会ブースは、来年開催される東京
オリンピック・パラリンピックをマスコットとの記念撮影
やバッジ配布などを通してＰＲしました。

活気満載！活竹祭　東京2020大会をPR

本市は健祥会グループと徳島県歯科医師会との間で、高齢
者が口腔管理（歯科医療や口腔ケア）を継続的に受けられ
る体制作りのため連携することに合意し、２月14日、市
長公室で締結式を行いました。県歯科医師会長の森 秀司
さんは、「介護現場のニーズをつかみ、全身の健康につな
がる重要な口腔管理をさらに広めていきたい」とあいさつ
されました。

口腔管理の連携合意を締結

障がい者のアートによる取組を紹介する「アートでつくる
心ゆたかな共生社会」を３月１日から15日まで、市庁舎
１階多目的スペースで開催しました。アーティスト4人と
障害者支援施設シーズ利用者などが協働で作り上げた障が
い者のアートやワークショップのようすを展示。期間中、
たくさんの方にご来場いただき、「見て」「感じて」障がい
に対する理解を深めていただきました。

障がいへの理解を深めて
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阿
南
駅
周
辺
の
整
備

　

阿
南
駅
周
辺
の
市
街
地
整
備
を
促
進
し
、

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を
図
る
た
め
に

は
、
駅
前
広
場
や
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
が

必
要
で
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
た

め
に
は
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ
く

立
地
適
正
化
計
画
に
、
阿
南
駅
周
辺
整
備
事

業
の
必
要
性
を
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
阿

南
駅
周
辺
の
将
来
像
を
市
民
の
皆
さ
ま
と
共

有
し
、
官
民
連
携
に
よ
る
人
づ
く
り
と
組
織

づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
代
替
用
地
と
し
て
先
行

取
得
し
た
元
商
業
店
舗
用
地
を
有
効
活
用
し
、

多
目
的
広
場
や
駐
車
場
等
の
整
備
を
行
い
、

隣
接
す
る
阿
南
駅
前
児
童
公
園
と
一
体
的
な

緑
の
空
間
づ
く
り
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
子

ど
も
や
高
齢
者
等
が
ふ
れ
あ
い
、
交
流
で
き

る
公
園
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　

ま
た
、
人
づ
く
り
・
組
織
づ
く
り
を
行
う

官
民
連
携
の
方
策
等
を
示
し
た
事
業
計
画
案

を
作
成
し
、
阿
南
駅
周
辺
に
お
け
る
魅
力
づ

く
り
や
賑
わ
い
の
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

牛
岐
城
趾
公
園
施
設
の
整
備

　

牛
岐
城
趾
公
園
は
、
春
に
城
山
一
帯
を
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
埋
め
尽
く
す
桜
の
名
所
と
し

て
、
ま
た
、
公
園
展
望
部
に
、「
光
の
ま
ち

づ
く
り
」
事
業
発
祥
の
地
と
し
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

オ
ブ
ジ
ェ
「
キ
ラ
キ
ラ
・
ド
ー
ム
」
を
設
置

し
、「
光
の
ま
ち
阿
南
」
に
ふ
さ
わ
し
い
観

光
・
交
流
の
場
と
し
て
、
大
変
重
要
な
施
設

で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
キ
ラ
キ
ラ
・
ド
ー
ム
は
、

設
置
後
10
年
を
経
過
し
、
経
年
劣
化
が
著
し

い
こ
と
か
ら
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
、
電
気
設
備
等
に
つ

い
て
、
改
修
す
る
必
要
が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、「
阿
南
市
牛
岐
城
趾
公
園

整
備
に
係
る
日
亜
化
学
工
業
基
金
」
を
活
用

し
、
最
新
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど
の

技
術
に
よ
り
、
キ
ラ
キ
ラ
・
ド
ー
ム
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

　

ま
た
、
牛
岐
城
趾
公
園
の
北
側
斜
面
に
、

急
傾
斜
地
の
土ど

留ど

め
対
策
と
し
て
設
置
を
す

る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
も
あ
わ
せ
て
整
備
す
る

こ
と
で
、
牛
岐
城
趾
を
保
存
し
て
ま
い
り
ま

す
。消

防
防
災
設
備
等
の
充
実
強
化

　

西
日
本
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
は
、
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
市
は
、
豪
雨
災
害
の
教

訓
等
を
踏
ま
え
て
、
消
防
防
災
設
備
等
の
充

実
強
化
を
図
る
必
要
を
鑑
み
、
老
朽
化
し
た

現
行
車
両
の
買
い
替
え
と
し
て
Ｃ
Ｄ

－

Ⅰ
型

災
害
対
応
特
殊
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
お
よ
び

同
型
消
防
用
ポ
ン
プ
自
動
車
を
各
１
台
、
さ

ら
に
は
大
型
の
水
難
救
助
支
援
車
１
台
を
含

む
合
計
３
台
を
同
時
に
整
備
し
ま
す
。

　

特
に
水
難
救
助
支
援
車
は
、
こ
れ
ま
で
は

必
要
資
機
材
の
搬
送
業
務
の
み
の
状
況
で
し

た
が
、
新
規
車
両
で
は
初
動
活
動
に
特
化
し

た
機
能
を
有
す
る
バ
ス
型
の
導
入
を
計
画
し

て
お
り
、
現
行
車
の
収
納
不
足
の
大
幅
な
改

善
に
加
え
、
出
動
途
上
か
ら
潜
水
隊
員
が
車

内
乗
車
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
前
準
備
等
の

迅
速
な
対
応
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

若
杉
山
遺
跡
に
つ
い
て

　

本
市
で
は
平
成
29
年
度
か
ら
徳
島
県
教
育

委
員
会
と
合
同
で
若
杉
山
遺
跡
の
調
査
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
遺
跡
は
弥
生
時

代
後
期
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
に
か
け
て
の
全

国
唯
一
の
辰し

ん

砂し
ゃ

採
掘
遺
跡
で
す
。

　

平
成
29
年
度
に
辰
砂
を
採
掘
し
て
い
た
坑

道
が
見
つ
か
り
、
平
成
30
年
度
の
調
査
に
お

い
て
、
こ
の
坑
道
内
部
か
ら
弥
生
時
代
後
期

の
土
器
片
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
「
日
本

最
古
の
坑
道
跡
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　

全
国
的
に
も
注
目
度
の
高
い
遺
跡
で
あ
り

ま
す
こ
と
か
ら
、
今
後
も
引
き
続
き
国
史
跡

指
定
に
向
け
て
調
査
研
究
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

Ｓ
Ｕ
Ｐ
を
活
用
し
た
取
組

　

市
内
の
移
住
支
援
団
体
や
地
域
お
こ
し
協

力
隊
等
と
協
働
し
、
近
年
人
気
の
マ
リ
ン
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
あ
る
「
Ｓさ

っ

ぷ
Ｕ
Ｐ
」（
ス
タ

ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
）
を
活
用
し
た
取
組
と

し
て
、
か
も
だ
岬
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
内
の

広
場
に
Ｓ
Ｕ
Ｐ
艇
庫
を
設
置
し
、
Ｓ
Ｕ
Ｐ
愛

好
者
が
集
う
拠
点
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
資
源
を
生
か
し
た
体
験
型
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
を
開
拓
し
、
県
外
は
も
と
よ
り
、
海

外
か
ら
も
定
期
的
に
本
市
へ
足
を
運
ん
で
い

た
だ
く
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
「
関
係
人

口
」
を
創
出
し
、「
移
住
」
へ
と
繋
げ
る
と

と
も
に
、
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

３
月
定
例
市
議
会 

市
長
所
信

　
３
月
議
会
が
３
月
１
日
か
ら
25
日
ま
で
の
25
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
日
に
は
、
議
案
審
議

に
先
立
ち
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
、
市
長
よ
り
所
信
が
表
明
さ
れ
ま
す
。

　
今
議
会
で
表
明
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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子
育
て
支
援
の
取
組

　

本
市
は
、
次
代
を
担
う
全
て
の
子
ど
も
た

ち
が
健
や
か
に
育
ち
、
安
全
で
安
心
し
て
子

育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

総
合
的
な
子
育
て
支
援
施
策
の
展
開
と
体
制

整
備
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
柱
の
１
つ
と
し
て
「
幼
保
一
体
化
」

を
推
進
し
て
お
り
、
４
月
に
新
野
保
育
所
と

新
野
幼
稚
園
を
統
合
し
た
認
定
こ
ど
も
園

「
新
野
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
す
。

本
市
に
お
け
る
「
公
立
認
定
こ
ど
も
園
」
の

開
設
は
、
今
津
、
平
島
、
橘
、
岩
脇
に
続
い

て
５
カ
所
目
と
な
り
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
保
育
所
と
幼
稚
園
の
機

能
を
併
せ
持
つ
「
保
育
所
型
認
定
こ
ど
も

園
」
で
、
０
歳
児
か
ら
就
学
前
の
児
童
ま
で

一
貫
し
て
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
ほ
か
、
４
歳
児
、
５
歳
児
に
お
い

て
は
、
幼
稚
園
と
同
様
に
保
護
者
の
就
労
に

関
係
な
く
入
所
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
開
所

後
は
、
乳
幼
児
の
在
宅
親
子
を
対
象
に
「
地

域
子
育
て
支
援
事
業
」
も
実
施
し
、
地
域
の

子
育
て
支
援
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
宝
田
や
見
能
林
を
は
じ
め
、
全

市
的
に
保
育
所
と
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園

化
を
進
め
、
多
様
化
す
る
就
学
前
児
童
の
教

育
・
保
育
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
就
学
後
の
児
童
を
対
象
に
し
た

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
に
つ
い
て
、
４
月

か
ら
、
横
見
小
学
校
の
校
舎
の
一
部
を
利
用

し
て
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
ま
す
。

学
校
施
設
を
利
用
し
て
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

を
開
設
す
る
の
は
、
本
市
で
は
初
め
て
で
あ

り
、
今
後
、
運
用
面
等
の
課
題
等
を
検
証
し
、

よ
り
安
全
で
安
心
な
放
課
後
児
童
対
策
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
子
育
て
支
援
の
取
組
を
よ
り
効

率
的
、
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
、
組
織
に

お
け
る
推
進
体
制
を
見
直
し
、
就
学
前
の
児

童
に
対
す
る
施
策
は
保
育
部
門
で
、
ま
た
、

就
学
後
は
教
育
部
門
に
再
編
し
、
従
来
の
制

度
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
か
つ
多
様
な

対
応
と
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
っ
た
分
か

り
や
す
い
行
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
住
ん
で
み
ん
で
Ａあ

な

ん

Ｎ
Ａ
Ｎ
事

業
」を
創
設

　

子
育
て
世
帯
や
移
住
・
定
住
世
帯
を
積
極

的
に
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
口
の
維

持
・
増
加
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
49

歳
以
下
の
「
子
育
て
世
帯
」、「
移
住
世
帯
」

等
が
住
宅
を
取
得
す
る
場
合
に
、
一
定
額
を

補
助
す
る
「
住
ん
で
み
ん
で
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｎ
事

業
」
を
創
設
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
単
な
る
補
助
金
施
策
で
は

な
く
、
住
宅
金
融
支
援
機
構
と
連
携
す
る
こ

と
で
、
同
機
構
の
住
宅
ロ
ー
ン
「
フ
ラ
ッ
ト

35
」
の
金
利
が
、
当
初
５
年
間
０
・
25
％
引

き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
財
政
支
援
と
金
利
支
援

が
相
乗
し
、
子
育
て
・
移
住
世
帯
に
対
す
る

負
担
軽
減
効
果
が
、
よ
り
一
層
高
ま
り
、
移

住
定
住
人
口
の
増
加
に
繋
が
る
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、「
阿
南
創
生
の
布
石
」
と
な

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
制
度
の
創
設
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、

他
の
制
度
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
よ

り
効
果
的
に
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
や
市

外
流
出
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
移
住
定
住
を
促

進
し
、
本
市
の
人
口
増
加
や
活
力
向
上
の
一

助
と
な
る
よ
う
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

中
央
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

阿
南
中
学
校
西
側
に
建
設
を
進
め
て
い
る

中
央
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
３
月
中
旬
の

完
成
を
目
前
に
、
仕
上
げ
の
段
階
に
入
っ
て

い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
鉄
骨
造
り
一
部
２
階
建
、

延
床
面
積
２
８
８
８
平
方
メ
ー
ト
ル
で
調
理

能
力
・
炊
飯
能
力
と
も
に
実
能
力
４
０
０
０

食
、
配
送
す
る
学
校
は
小
学
校
４
校
と
中
学

校
３
校
を
予
定
し
て
お
り
、
災
害
時
等
に
お

い
て
は
、
炊
飯
施
設
を
稼
働
で
き
る
自
家
発

電
設
備
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
完
成
検
査
の

後
、
舗
装
工
事
、
備
品
類
の
搬
入
、
試
運
転

等
を
終
え
、
９
月
か
ら
の
稼
働
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

小
中
学
校
の
再
編
に
つ
い
て

　
「
学
校
が
な
く
な
る
と
『
ま
ち
』
が
寂
れ

る
、
母
校
が
な
く
な
る
の
は
寂
し
い
、
学
校

は
そ
れ
ぞ
れ
『
ま
ち
』
の
中
心
で
あ
り
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
で
あ
る
」
と
い
う
声

が
聞
か
れ
ま
す
。
一
方
、
子
ど
も
た
ち
が
多

く
の
友
人
た
ち
と
か
か
わ
る
中
で
、
多
様
な

考
え
に
触
れ
、
認
め
合
い
、
協
力
し
合
い
、

切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
を
通
じ
て
社
会
性
や
規

範
意
識
を
身
に
付
け
て
い
く
こ
と
は
重
要
で

あ
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
に
よ
れ
ば
、
小
学
校
の
適
正

な
学
校
規
模
は
、
全
学
年
で
ク
ラ
ス
替
え
を

可
能
と
し
た
り
、
学
習
活
動
の
特
質
に
応
じ

て
学
級
を
超
え
た
集
団
を
編
成
し
た
り
す
る

た
め
に
、
１
学
年
２
学
級
以
上
で
あ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
現
状
は
、
ほ
と
ん
ど
の
小
学
校
が

１
学
年
１
学
級
の
単
式
学
級
で
、
１
学
級
に

つ
き
２
学
年
か
ら
構
成
さ
れ
る
複
式
学
級
の

学
校
は
３
校
で
す
。
ま
た
、
本
市
の
小
中
学

校
児
童
生
徒
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
様
な
状
況
の
下
、
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
、
よ
り
望
ま
し
い
教
育
環
境
を
整
え
る

た
め
、
学
校
の
適
正
規
模
や
適
正
配
置
に
つ

い
て
、
地
域
住
民
の
方
も
交
え
て
本
格
的
に

議
論
す
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

来
年
度
、
教
育
振
興
基
本
計
画
を
策
定
す
る

中
で
、
学
校
を
通
じ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
の
声
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
市
を
挙
げ
て
小
中
学
校
の
再
編
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し
て
要
旨
部

分
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文
を
ご

覧
に
な
り
た
い
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
後
日
作

成
す
る
市
議
会
会
議
録
は
、
市
立
図
書

館
等
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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セ
ン
タ
ー

科
学

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

か
ん
た
ん
！
わ
く
わ
く
工
作

「
ジ
ャ
ン
プ
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
ろ
う
」

（
無
料
・
申
込
不
要
）

　

幼
児
か
ら
参
加
で
き
る
楽
し
い
工
作
を
行
い

ま
す
！ 

日
程　
４
月
29
日
㈷
～
５
月
１
日
㈷

時
間　
午
前
の
部　

10
時
～
11
時
40
分

　
　
　

午
後
の
部　

１
時
30
分
～
３
時
30
分

内
容　
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
の
力
で
飛
ぶ
ス
ト
ロ

ー
式
の
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
り
ま
す
。

子
ど
も
科
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
無
料
）

　

子
ど
も
向
け
の
科
学
実
験
や
工
作
が
で
き
る

特
設
の
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
す
。

日
時　
５
月
３
日
㈷
～
５
日
㈷　

午
前
10
時
～

午
後
４
時

主
な
内
容

・
科
学
工
作
（
日
替
り
）

・
お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
日
替
り
）

・
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

・
ビ
ッ
グ
シ
ャ
ボ
ン
玉
で
遊
ぼ
う
（
屋
外
）

・
夜
間
天
体
観
望
会
（
有
料
・
予
約
制
）

※
テ
ー
マ
や
時
間
の
詳
細
は
４
月
中
旬
頃
に
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

通勤・通学時の交通事故防止を！
４月は進学と就職の季節です。
新生活に伴って、車や自転車、徒歩等で通勤・通学
する方が増加し、交通事故が多発する傾向にありま
す。
一人一人が交通ルールや交通マナーを守り、事故を
起こさないように心がけましょう。

問い合わせは　阿南警察署（☎22−0110）へ

阿南警察署だより

あぶない ! こんなに事故が
交通事故

件　　 数
死　　 者
負 傷 者

197件（386）
4人（  4）

17人（ 35）

救　　急 件　　 数
搬 送 人 員

288件（660）
270人（621）

火　　災 件　　 数
損 害 額

3件（7）
0千円（0千円）

●阿南署管内平成31年２月分。カッコ内は平成31年の合計。
　損害額は未確定分を含んでいません。 問い合わせは　野球のまち推進課（☎22−1297）へ

球場へ行こう!
JAアグリあなんスタジアムほか

４月の日程

○第12回西日本生涯還暦野球大会
19日㈮　15:00～15:30　開会式
20日㈯、21日㈰　9:00～15:00　試合
市内市民球場、那賀町・美波町・海陽町の各球場で
同時開催。

○四国アイランドリーグ plus　
 1日㈪　18:00～　

徳島対香川オリーブガイナーズ
10日㈬　18:00～　

徳島対高知ファイティングドックス

総務省の行政相談とは
～あなたの声をお聞かせください～

国の行政等に関する苦情・意見・要望を聞き関係機
関へ通知し解決・実現の手助けをさせていただきま
す。市では、国からの委嘱行政相談委員が無料で相
談に応じます。
国の行政の制度や仕組みが分からないなど、お気軽
にご相談ください。秘密は固く守られます。

開催日　毎月第2・４火曜日　9:30 ～11:30
場所　市役所1階　相談室

問い合わせは　市民生活課（☎22−1116）へ

津峯公園桜まつり
津峯山一帯に2,000本のソメイヨシノ・ぼたん桜・山
桜が咲き競います。
日時　４月３日㈬　10:00～　※小雨決行
場所　津峯山山頂（津峯神社境内）
内容　もち投げ、捧げもち競争ほか

問い合わせは　商工観光労政課（☎22−3290）へ

阿南市観光地引網を開設しました
期間　10月上旬まで   
場所　北の脇海岸北側
必要人数　30人以上からお申し込み可能　　
所要時間　30分程度
申込方法　事前に電話またはファクスでお申し込みく

ださい。※料金はお問い合わせください。
問い合わせは　中林漁業協同組合

（☎22−0509・FAX22−0843）へ
※受付8:30～15:30
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２月定例会（２月22日開催）で、次の内容に
ついて審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより

●教育長報告
①アカデミック・プログレス・プロジェクト報告会に

ついて
②教職員人事異動関係について

●阿南市立幼稚園条例施行規則等の一部を改正する規則
について

※定例会の日時は、市ホームページでお知らせしています。
　くわしくはお問い合わせください。

問い合わせは　教育総務課（☎22−3299）へ

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

４
月
の
休
館
日　

１
日
㈪
、
８
日
㈪
、
15
日
㈪
、
22
日
㈪
、

26
日
㈮

開催日　５月３日㈷～５日㈷　9:00～17:00
　　　　（５日は16:00まで）
場所　文化会館（視聴覚室、研修室）
出品資格　市内在住者または出身者、その他阿南市と

関係の深い方で、阿南市美術協会の会員の
方（初めて出品される方は、阿南市美術協
会に入会していただきます。）
※中学生以下の方は出品できません。

出品点数　１人につき１部門あたり２点まで
作品規格

日本画　６号以上50号まで（額装または表装）
洋　画　６号以上50号まで（額装）
書　道　聯落以下（額装または軸仕立て、縦横自由）
写　真　単写真、組写真とも半切およびＡ３から全

倍サイズ、画面の長辺は40㎝以上90㎝以内
スクエアサイズ（正方形）は一辺が30㎝
以上50㎝以内
組写真は１パネル（縦180㎝×横90㎝以内）
に全作品を縦に固定

彫塑工芸　1.5㎡以内（展示にふさわしいように仕
立てること。）
※作品にガラスを用いないこと。アクリル
板可（工芸の押し花作品のみガラス可）

出品料　１点につき500円
美術協会年会費1,500円（初めて出品される
方と３年以上出品されていない方は、入会金
1,000円が必要）

作品搬入　５月１日（水・祝）　9:30～12:00
受付場所：文化会館2階　研修室
※この日以外の受付はできません。

出品申込　４月20日㈯ （必着）までにはがきで申込みを
してください。

※申込用のはがきは文化振興課窓口にあります。
※締め切りを過ぎると、目録に記載することができま

せん。
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■	「第58回	阿南市美術展」　出品作品募集

平
成
31
年
度
　
友
の
会	

会
員
募
集

　

科
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
31
年
度
科
学
セ

ン
タ
ー
友
の
会
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

年
会
費　
個
人
会
員　

２
０
０
０
円

　
　
　
　

家
族
会
員　

３
０
０
０
円

定
員　
40
組
程
度（
先
着
順
・５
月
19
日
㈰
ま
で
）

入
会
方
法　
友
の
会
入
会
申
込
書
（
科
学
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
科
学
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
会
費
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
初
回
の
活

動
は
５
月
26
日
㈰
と
な
り
ま
す
。

阿
南
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

平
成
31
年
度
ク
ラ
ブ
員
募
集

　

市
内
の
小
中
学
校
に
通
う
小
学
４
年
生
以
上

を
対
象
と
し
て
、
科
学
工
作
を
中
心
に
、
原
則

毎
月
第
３
土
曜
日
の
午
前
中
に
、
年
間
10
回
程

度
活
動
し
ま
す
。
高
専
の
先
生
な
ど
を
迎
え
て

の
講
座
や
、
夏
休
み
中
に
は
市
内
外
の
企
業
の

工
場
見
学
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
活
動
は

５
月
か
ら
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

定
員　
40
人
（
先
着
順
）

年
会
費　
２
０
０
０
円
（
工
作
材
料
費
）

入
会
方
法　
４
月
中
旬
ご
ろ
市
内
各
学
校
を
通

じ
て
配
布
さ
れ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
の
上
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
４
月
下
旬
に
、
発
明

ク
ラ
ブ
の
体
験
会
も
実
施
予
定
で
す
（
体
験
会

は
参
加
無
料
・
申
込
み
制
）。
く
わ
し
く
は
、

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

光 ４月の催しのまちステーションプラザ

■みんなで集マルシェ　13日㈯　10:00～15:00
ステーションプラザに普段は置いていない特別な商品を
販売します。なかなか出会えない珍しい商品も!?
ぜひお立ち寄りください。

■展示コーナー　10:00～20:00
※各展示とも最終日は展示入れ替えのため15:00までに終了。
○賀上書道教室作品展　７日㈰まで
○陶芸二人展　９日㈫～21日㈰　※９日㈫は12:00～
○点描墨絵展　23日㈫～５月６日（振休）　
　　　　　　　※23日㈫は13:00～
■体験コーナー

○ジュエルソープを作ろう　21日㈰　13:00～15:00
【申込締切日】19日㈮　【参加費】1,000円
【定員】５人　　【持参物】なし
○あんどん作り体験　27日㈯　13:00～15:00
【申込締切日】26日㈮　【参加費】3,000円
【定員】5人　【持参物】なし

問い合わせは　光のまちステーションプラザ
（☎24−3141）へ

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り常時開催中！
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市
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島
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※
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中
国
の
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名
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岩
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田
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取
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畔
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ょ
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ゅ
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惜
み

櫻
樹
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玉
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う
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風
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た
っ
て　
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ょ
く
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つ
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ぶ

山
上
晩
鐘
響
那
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山
上
の
晩
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い

に
響
け
ば

淸
遊
騷
客
帶
花
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清せ
い

遊ゆ
う

の
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く　

花
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帯
び
て
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え
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※
那
水
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那
賀
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長
姉
百
歳
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大
野
シ
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齡
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歳
似
彭
仙　
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齢れ
い　

百
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彭ほ
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仙せ
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矍
鑠
抜
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色
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ゃ
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ん
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な
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可
喜
平
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眠
食
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喜
ぶ
べ
し
平へ

い
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い　

眠み
ん

食し
ょ
く

の
穏
や
か
な
る
を

壽
星
更
約
鶴
亀
年　
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ゅ

星せ
い　

更
に
約
す
鶴か

く

亀き

の
年

※
壽
星
…
人
の
寿
命
を
支
配
す
る
と
い
う
星
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移動図書館車「ひまわり号」
巡回日 巡　回　場　所 時　間
 4日㈭ 上 中 分 館 前 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前 15:30～16:00
10日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 14:50～15:20
11日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30

　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00
12日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30

　 椿 泊 漁 協 前 15:00～15:30
18日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30

大 潟 分 館 前 15:00～15:30
津 乃 峰 保 育 所 前 15:45～16:15

巡回日 巡　回　場　所 時　間
19日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

中 央 病 院 阿 南 荘 前 13:30～14:00
琴 江 荘 前 14:00～14:30
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

25日㈭ 橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

４月の巡回日程

問い合わせは　那賀川図書館（☎42−3111）へ

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

阿南市立図書館だより

那賀川図書館　☎	42－3111ＦＡＸ	42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11:00～
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　13日㈯　8:30～10:00
　※雨天の場合は21日㈰に延期します。

羽ノ浦図書館　☎	44－2100ＦＡＸ	44－2099
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～14:30

阿 南 図 書 館　☎	23－2020ＦＡＸ	23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～11:30
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第１～第４木曜日）　10:30～11:00

４月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

阿 南 図 書 館
9:00～18:00

土日は17:00まで
休 ★ ☆ 休 ★ ☆ 休 ★ ☆ 休 ★ 休 ☆ 休 休

那賀川図書館
10:00～18:00 休 ☆ 休 ◆ ☆ 休 ☆ 休 休 ☆ 休 休

羽ノ浦図書館
10:00～18:00 休 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休 ☆ 休 休

カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　　◆…阿波公方の苑美化作業

Let’
s enjoy

としょかんライフ

４月から、予約できる図書の冊数を変更します。
利用者からのご要望により、まんがと図書の予約点数の差
をなくし、紙芝居・まんがを含めて30冊までとなります。

◇貸出中の資料を読みたいときは、予約ができます。資料
が用意できると、図書館（受け取り館を選べます）から
連絡します。申込みは図書館カウンター、電話、ＦＡＸ
で受け付けています。

◇図書館ホームページからインターネット予約も可能です。
ただし、利用者カードとパスワードが必要です。発行は
図書館カウンターへお申し込みください。

※上下巻など前から順番に読みたい時は、インターネット
予約ではなく職員にお知らせください。

予約冊数の変更について

予約とは…

資　　　料 貸出点数 貸出期間 予約点数

図　　書
（紙芝居・まんがを含む） 100冊まで ２週間 30冊まで

雑　　誌 10冊まで ２週間 10冊まで
ＣＤ・ビデオテープ ５点まで ２週間 ５点まで

絵　　画 １点 60日間 １点
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個店の魅力を伝える
「まちゼミ」をご存じですか

第11回“阿南まちゼミ”説明会
「まちゼミ」は店主やスタッフが講師となり、
プロならではの専門的な知識や情報・コツ
を無料で受講者に伝える、少人数制のゼミ
ナールです。お店とお客さまの交流を通して、
これからのお店の事業承継にもつなげてい
きませんか。興味のある店主の方は、参加
するしないに関わらず、説明会にぜひお申
し込みください。
日時　５月24日㈮　18:30～20:30
場所　阿南商工会議所３階　研修室
参加料　無料
申込締切日　５月23日㈭
問 阿南商工会議所（☎22－2301）へ

30歳以上のママが集まる
子育てサークル 
歌ったり絵本を読んだりママ同士の情報交
換など親子で楽しみましょう。
日時　４月24日㈬　10:00～11:00 
場所　ひまわり会館　児童ルーム
対象　０～３歳のお子さんと30歳以上の

ママ
定員　5組　　参加費　100円
※申込み、問い合わせはメールでお願いし

ます。
問 e-mail: daisy0852525@outlook.jp
　 K ネットとくしま（☎088－678－5200）へ
※☎は３日以上メールの返信がない場合のみ

第４回羽ノ浦オープンスポンジ
テニス大会参加者募集
日時　６月９日㈰　9:00～16:00
場所　羽ノ浦総合国民体育館
募集　１チーム４～６人（男女各２人以上）
▶ステージ１（成人・経験者グループ）
▶ステージ２（初心者・60歳以上グループ）
※個人受付もします（主催者で割り振り）
参加費　１チーム4,500円
申込方法　４月１日㈪～５月19日㈰までに、

メールまたは電話で住所、氏名、
年齢、経験年数を記入の上、お
申し込みください。

問 羽ノ浦体協　丸岡
　 （☎090－4970－7845）へ
e-mail:Terumaruy63MALU＠outlook.jp

合気道教室
練習生募集
合気道を学びながら日本武道の礼儀や心を
養ってみませんか。子どもたちの強く、優
しく、たくましい心と身体の育成を願って
教室を開いています。
対象　５歳～15歳
稽古日程　毎週金曜日　19:00～20:00
場所　武道館（大潟町）
受講料　月額　2,000円　
※別途入会金2,000円が必要です。
問 合気道敷島塾阿南道場　川越
　 （☎49－4077）へ

阿南少年剣道教室
少年少女剣士募集
見学大歓迎!体験入部できます。お気軽に
お問い合わせください
対象　幼稚園年長から（学年、性別問わず）
練習日程　毎週火、木、金曜日　
　　　　　18:50～20:50
練習場所　阿南市武道館（大潟町）
費用　1カ月2,000円
　　　（入会金は2,000円）
指導者　剣道連盟阿南支部の先生方
問 阿南少年剣道教室 保護者会会長　森川
　 （☎090－9775－6768）へ

南部地域政策総合会議委員を
募集します
県南部圏域（阿南市、那賀郡および海部郡）
にお住まいの皆さまのご意見を県の施策に
反映させるための委員を募集します。
応募資格　県南部圏域内に居住する満18

歳（４月１日現在）以上の方で、年
数回程度開催される会議に出席で
きる方。（国会議員および地方公
共団体の議会の議員、常勤の国家
公務員および地方公務員を除く）

募集人員　３人程度
任期　５月17日㈮～2021年５月16日㈰
募集期間　４月15日㈪まで（必着）
応募方法　応募用紙（様式自由）に住所・
氏名・生年月日、年齢、性別、電話番号、
メールアドレス、職業、応募の動機、主な
経歴等を明記し、「世界へ躍進する南部圏
域を実現するために私たちができること」
をテーマとした作文（800字程度）を添え
て、郵送、電子メール、ファクスでお送り
いただくか、ご持参ください。
問 徳島県南部総合県民局　地域創生部（美

波）地域振興担当（☎0884－74－7330・
FAX0884－74－7337）へ
e-mail:nanbu_c_m@pref.tokushima.jp

市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

第14回阿南市合唱祭
日時　４月21日㈰　14:00～（13:30開場）
場所　夢ホール（文化会館） 
出演団体　レディースアンサンブルひまわ

り、阿南合唱団、那賀川童謡を
歌う会、　ぎんのすず合唱団、
野の花コーラス、ブルースカイ
合唱団、ベルゲンブリューダー

ゲスト出演　徳島男声合唱団「響」　
※入場無料
問 阿南市合唱祭事務局　松村
 　（☎22－3719）へ

加茂谷へ花見に行こう
開催日　４月６日㈯　※少雨決行
日程　9:00お松権現駐車場集合（休憩）

～那賀川土手～吉井町～熊谷町しだ
れ桜～西部公園（昼食・休憩）～料
亭まちだ前しだれ桜～14:00頃お松
権現駐車場解散（約12㎞）

参加費　300円（歩こう会会員は200円）
※小学生以下の方は無料
持参物　飲み物、雨具、健康保険証など
※脱ぎ着の可能な服装、履きなれた靴でご

参加ください。傷害保険には加入してい
ますが、保険適用外の事故等の責任は負
いません。

問 阿南歩こう会事務局　新川
　 （☎22－3188）へ

阿南こども将棋教室
駒の動かし方・ルールが分からなくても講
師が分かりやすく指導します。どうぶつ将
棋もできます。
日程　土曜日10:00～12:00
※要問い合わせ
場所　ひまわり会館３階　和室
対象　４歳から小学生、中学生、高校生ま

で（子どもと一緒に習ってみたい大
人の方もお気軽にお問い合わせくだ
さい）

問 日本将棋連盟普及指導員　
　 （☎090－6888－5686）へ

あなんで映画をみよう会 
春例会 「わたしは、
ダニエル・ブレイク」
カンヌ国際映画祭最高賞受賞。名匠ケン・
ローチ監督、涙と感動の最高傑作。
日時　４月14日㈰ 　①10:30～ 
　　　②13:00～  ③15:00～ （３回上映）
場所　夢ホール（文化会館）
入場料 前売り 当日

セニア（60歳以上）
1,000円

1,100円
一般・大学生 1,300円
小・中・高生

 障がいのある方 －   500円

チケット販売場所　文化会館、情報文化セ
ンター、アピカ、フジグラン阿南、平惣書
店、中富書店
問 あなんで映画をみよう会
　 （☎090－2788－5465）へ

マタニティ
～生後２カ月の
赤ちゃんのための
おくるみタッチケア
対象　妊婦さん、新生児～２カ月までの赤

ちゃんとママ
内容　正しい「おくるみ」の包み方と優し

いタッチケアで赤ちゃんが落ち着き
ぐっすり眠ります。産後すぐ役立ち
ます♪

※日程など、くわしくはお問い合わせくだ
さい。

問 ベビーマッサージ＆スキンケア教室
PLUS BABY　
玉置（☎090－2895－0224）へ
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「那賀川水系河川整備計画」の
見直しに向けた説明会をします！ 
説明会は、流域にお住まいの皆さまを対象
として実施します。阿南市内では、下記の
２カ所にて開催します。
日程　４月21日㈰（２時間予定）
①10:00～　ロイヤルガーデンホテル２階

広間
②14:00～　加茂谷公民館　大ホール
※詳細については、後日、那賀川河川事務

所ウェブサイトにてお知らせます。
問 那賀川河川事務所調査課
　 （☎22－6562）へ
※これまでの「那賀川水系河川整備計画」

に関する内容は、こちらをご覧ください。
那賀川河川事務所ウェブサイト
http://www.skr.mlit.go.jp/nakagawa/
seibikeikaku/top/

Waンダーランド　イベント情報
毎月第３日曜はサンデーイベント
●母の日ハーバリウム（４月21日㈰)　 
大好きなお母さんに日頃の感謝の気持ちを
込めて人気のハーバリウムを作ろう。 　
初めてでも簡単に作れるよ。
●貝殻とサンゴ砂のミラー（５月19日㈰) 
貝殻とサンゴ砂を貼り付ける簡単手作り工
作で自分だけのオリジナルミラーを作ろう
♪貝殻とサンゴ砂で一気に気分は夏！
●父の日スライミーを一緒に作ろう
　（６月16日㈰)　 
ふわふわクリーミー♪ソフトクリームみた
いな香り付きスライム。不思議な物体スラ
イムをお父さんと一緒に作ってみませんか。
場所　Jパワー&よんでんWaンダーランド
時間　①11:00～  ②14:00～ ※時間厳守
対象　小学生程度
定員　各回20人（先着順）　持参物　なし
申込方法　電話でお申し込みください。
問 Jパワー&よんでんWaンダーランド
　 （☎34－3251）へ

とくしま発達障がい
「啓発イベント2019」を開催

日時　４月６日㈯　10:00～16:00
場所　文化の森21世紀館
内容　パネル展・作品展、個別相談会等
※くわしくは、ホームページ【徳島県発達
障がい者総合支援センター】で検索を！
本センターは、発達障がいに関して、乳幼
児から成人まであらゆる年代層の方の、家
庭生活や学校生活、就労に関するご相談を
お受けしています。相談は予約制で、県内
5カ所で移動相談も行っています。くわし
くは電話にてお問い合わせください。　　
問 徳島県発達障がい者総合支援センター

ハナミズキ（小松島市中田町新開2番地
2　☎0885－34－9001）またはアイ
リス　（美馬市美馬町字大宮西100番地
4　☎0883－63－5211）へ

明日から実践!!
新入・若手社員のための
ビジネスマナー
徹底トレーニング
さまざまなビジネスシーンを想定し、その
場に応じた感じの良い応対の実習を中心に
学びます。お客さまの印象に残るワンラン
ク上の接遇応対ができるようになります。
コミュニケーションゲームを通して、チー
ムワークの大切さや仕事の達成感を体験的
に学びます。
日時　４月９日㈫　10:00～16:30
場所　阿南市商工業振興センター２階
講師　アソシエイト・ゆう　
　　　代表　大仲希美子さん
参加費　会員　　1人3,000円
　　　　非会員　1人6,000円　
※テキスト、昼食、消費税を含む。
定員　40人　　
申込締切日　４月５日㈮
問 阿南商工会議所（☎22－2301）へ

船田智史先生の
ワンダフルサイエンス

「とびだせ！ペットボトル
ロケット」参加者募集
ロケットの仕組みのお話を聞いた後、実際
にペットボトルでロケットを製作し、 広い
芝生グラウンドで打ち上げ飛行実験を行い
ます。さぁ、君の作ったロケットはどこま
で飛ぶかな？
日時　５月５日㈷　※時間厳守

①10:00～12:00　②14:00～16:00
集合場所　Jパワー＆よんでんWaンダーラ

ンドWaンダーホール
※雨天時はWaンダーホール
参加費　無料
申込方法　事前にお電話でお申し込みくだ

さい。
定員　小学生親子各回100組（幼児見学可）
申込締切日　４月30日㈷
問 Jパワー＆よんでんWaンダーランド
　 （☎34－3251）へ 阿南法人会講演会

日時　４月11日㈭　13:00～14:30
場所　ロイヤルガーデンホテル
講師　元南極観測隊調理人　渡貫淳子さん
テーマ　史上初の「南極料理人ママ」が教える！
　　　　～知られざる南極生活!! ～
定員　100人（先着）
※どなたでも参加できます。
受講料　無料
申込方法　電話で４月８日㈪までにお申し

込みください。
問 （公社）阿南法人会（☎23－1055）へ
　 ※平日9:00～17:00

杜のホスピタル文化活動
場所　杜のホスピタル
時間　14:00～（受付13:30～14:00）
※入場無料。時間厳守（14:00以降は入室

をご遠慮いただきます。）
●トリオプリエールコンサート
開催日　４月６日㈯
出演　井上ゆかり（ソプラノ）、粟田美佐（ピ

アノ）、新田恭子（サックス）
●講演会「スポーツが笑顔に健康に！」
開催日　４月13日㈯
講師　徳島ヴォルティス　ホームタウン推

進部リーダー　柘植竜治
※動きやすい服装でご来場ください。
問 杜のホスピタル　リハビリテーション部
　作業療法室（☎22－0218）へ

遺言・相続・成年後見制度相談会
日時　４月13日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とはなにか、相続の手続き、成年後
見制度などに関する無料相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
（☎088－679－4440）　
※土、日曜日は（☎26－1157）へ

阿南高専図書館の利用案内
阿南工業高等専門学校の図書館は一般の皆
さまにもご利用いただけます。静かに落ち
着いて読書できる閲覧机があるほか、ＤＶ
Ｄの視聴もできます。蔵書検索や開館予定
などは、ホームページをご覧ください。
開館日時　平日　　 9:00～19:00
　　　　　土曜日　11:00～17:00
※春、夏、冬休みの平日は17:00まで。
　土曜日は休館。
場所　正門を入って正面奥の建物の２階
※図書館利用証の交付手続のため、身分を

証明するもの（運転免許証など）をご持
参ください。

問 阿南工業高等専門学校図書館
　 （☎23－7106）へ

https://www.anan-nct.ac.jp/facility_
guide/library/

市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。６月号の締め切りは４月24日㈬です。
メールアドレス　hisho@anan.i-tokushima.jp

所蔵作品展　
受贈記念　
郭徳俊の版画
作家より版画作品38点の寄贈を受け、既
収蔵の「大統領シリーズ」とともに展覧し、
郭徳俊の版画の仕事を見渡してみます。時
代に対峙し、揺るがぬまなざしを注ぎ、作
品を通して声を上げ続けてきた作家のエネ
ルギーが感じられるでしょう。
会期　４月27日㈯～６月16日㈰
場所　徳島県立近代美術館
所蔵作品展　観覧料　一般200（160）円、
高大生100（80）円、小中生50（40）円
※（　）内は20人以上の団体料金
問 徳島県立近代美術館
　 （☎088－668－1088）へ

郭徳俊 
〈偽善者の微笑〉　
1995年
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健康いきいき情報

救急医療を受診する前に

夜間休日診療（一次救急：比較的軽症で入
院・手術不要の場合）は当番医制となって
います。阿南市消防本部（☎22－1120）、
市ホームページ（「救急医療情報」バナー
より「阿南市医師会夜間休日診療当番表」）、
徳島新聞「夜間休日診療」欄等により診療
日の当番医をご確認ください。

【夜間】　診療時間　18:00～22:00　
※日曜祝日は17:00～22:00

【休日昼間】　診療時間　9:00～17:00
※夜間休日診療を受診する際には、当番医

の専門や医療体制により対応ができない
症状もあるため、必ず受診前に当番の医
療機関へ電話をしていただき、症状を説
明したうえで受診してください。

※症状が重症・重篤な場合（入院・手術が
必要あるいは命にかかわる場合）は、阿
南市消防本部（☎22－1120）へお問い
合わせの上、二次救急医療機関、三次救
急医療機関を受診してください。

【阿南市夜間休日診療所】〒774-0045　
宝田町荒井６番地１　阿南健康づくりセン
ター内（☎28－6200・FAX28－6201）

阿南ファミリー・サポート・センター

●ファミリー・サポート・センター会員になりませんか　子育てをお手伝いしてほしい、経
験を生かして子育てのお手伝いをしたい、子どもが大好き！阿南ファミリー・サポート・
センターはそんな皆さんと地域の子育てを応援します。

●ファミリー・サポート・センター事業とは　育児をお願いしたい会員に対して、育児を応
援したい会員を紹介し、代わりにお迎えや託児をしてもらうなど、地域における子育てを
する環境づくりを支援している阿南市委託事業です。

●会員になるには
依頼会員　０歳から小学６年生までの子どもを預かってほしい、阿南市に住所や職場がある方
提供会員　保育に熱意があり、阿南市在住の方。無料講習があります（必須）　
両方会員　預けたり預かったりの両方を兼ねてできる方
※会員登録は無料です。写真２枚と印鑑をお持ちの上、阿南ファミリー・サポート・セン

ターへお越しください。
問 阿南ファミリー・サポート・センター（☎24－5550）へ

骨髄移植ドナー等支援事業について

平成30年４月から、（公財）日本骨髄バン
クが実施する骨髄バンク事業において骨髄
等提供希望者の登録と骨髄等の提供の推進
を図るため、骨髄等の提供をした方（ドナ
ー）と、ドナーを雇用する市内に事務所を
有する事業所に対し、助成金を交付してい
ます。

助成対象
バンク事業において、骨髄・末梢血幹細胞
の提供を行った方で、骨髄等の提供が完了
した日に市内に住所を有している方・ドナ
ーを雇用する市内に事務所を有する事業所。
※その他の条件があります。
助成金の額　
助成対象ドナー　10万円
助成対象事業所 　5万円
※くわしいことは、保健センターへお問い

合わせください。

問 保健センター（☎22－1590）へ

お酒に関する相談・例会

日程
▶４月10日㈬ 18:30～20:30
　　　　　　 羽ノ浦地域交流センター
▶４月12日㈮ 18:30～20:30
　　　　　　 ひまわり会館３階
▶４月26日㈮ 18:30～20:30
　　　　　　 ひまわり会館３階
例会の内容　今月のテーマ「前向きの断酒」
※県内他会場でも実施しています。お問い

合わせください。
問 NPO法人徳島県断酒会事務局
　	（☎088－641－0737）へ

かもだ岬温泉保養施設

かもだ岬温泉は県内屈指の天然温泉です。
ゆったりとおくつろぎください。

【４月の休館日】
１日㈪、８日㈪、15日㈪、22日㈪
※26日㈮は風呂（ふろ）の日です。
一般入浴料半額！ぜひご利用ください。
問 かもだ岬温泉保養施設（☎21－3030）へ

 献血にご協力ください（４月）

実施日 採血場所 所在地 採血時間

 7日㈰ フ ジ グ ラ ン
阿 南 領家町

10:00～12:00
13:00～16:30

26日㈮

株 式 会 社
シャイネックス 大潟町 10:00～11:00

新日本電工株式
会 社 徳 島 工 場 橘 町 14:30～16:30

※ 400ml 献血のみの実施です。
問 徳島県赤十字血液センター
　（☎088－631－3200）へ

平成31年度定期の予防接種のお知らせ（小児）
予防接種名 対　　　　　　　象　　　　　　　者 接種場所

Ｈｉｂ感染症 生後２カ月から生後60カ月（５歳）に至るまでの間にある方 委
託
医
療
機
関　

※
く
わ
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

小児の肺炎球菌感染症
Ｂ型肝炎 １歳に至るまでの間にある方
ＢＣＧ １歳に至るまでの間にある方

三種混合または四種混合 第 1 期 生後３カ月から生後90カ月（７歳半）に至るまでの間にある方
不活化ポリオ 生後３カ月から生後90カ月（７歳半）に至るまでの間にある方

水痘（水ぼうそう） 生後12カ月から生後36カ月（３歳）に至るまでの間にある方

MR（麻しん風しん混合）
第 1 期 生後12カ月から生後24カ月に至るまでの間にある方

第 2 期 平成25年４月２日から平成26年４月１日生まれの方
（いわゆる年長児に相当）　※ 2020年３月31日まで

日本脳炎

第 1 期 生後６カ月から生後90カ月（７歳半）に至るまでの間にある方
第 2 期 ９歳以上13歳未満の方

特　例
対象者

平成７年４月２日から平成19年４月１日生まれの方は
１期、２期共に20歳未満まで接種できます

平成19年４月２日から平成21年10月１日生まれの方は
１期、２期共に９歳から13歳未満まで接種できます

ジフテリア・破傷風二種混合（DT） 第 2 期 11歳以上13歳未満の方
ヒトパピローマウイルス感染症
（子宮頸がん予防ワクチン）

中学校１年生から高校１年生相当の女子
※平成25年６月から積極的な接種勧奨を差し控えています

※三種混合は、ジフテリア・破傷風・百日せきの三種類の疾病に対する予防接種で、四種混合は、ポリオ（急性灰白髄炎）が追加された予防接種となります。
※転入および予診票を紛失された方は、再交付しますので、母子健康手帳をお持ちの上、保健センターへお越しください。
※予約が必要な医療機関もありますので、必ず事前に電話で確認してください。 問 保健センター（☎22ー1590）へ
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４月 地域子育て支援センター
お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

 9日㈫　はじめまして よろしくね
16日㈫　助産師による育児相談・身体計測
17日㈬　園庭開放
23日㈫　お誕生会

にこにこひろば ☎42−0720

今津こどもセンター� 平日 8:30～12:00
 14:00～15:30

 9日㈫　みんなで遊ぼう
11日㈭　おはなしだいすき
16日㈫　防災公園へお散歩
18日㈭　子育て講座
23日㈫　こいのぼりを作ろう！
30日㈫　お誕生会

ふれあいひろば ☎28−1725

橘こどもセンター　 平日 9:00～14:00

16日㈫　こいのぼりを作ろう
23日㈫　お誕生会

ひだまりひろば ☎36−2241

新野こどもセンター　 平日 9:00～14:00

 9日㈫　子育て講座
16日㈫　作って遊ぼう！
23日㈫　お誕生会・こどもの日の集い
※行事は10:30～始まります。

なかよしひろば ☎21−2002

平島こどもセンター 平日 9:00～14:00

 9日㈫　一緒に遊ぼう
19日㈮　こいのぼりを作ろう
23日㈫　お誕生会
※毎週木曜日、園庭開放をしています。
　（10:45～11:30）

みんなのひろば ☎44−5059

岩脇こどもセンター
平日 9:00～14:00（お弁当タイム11:45～）

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30～11:30
日程　10日㈬　桑野公民館
　　　17日㈬　加茂谷公民館
　　　24日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは

５日㈮、９日㈫、12日㈮、19日㈮、
23日㈫ 、26日㈮

問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・すくすくin阿南
●４月８日㈪から開所します。
 8日㈪、15日㈪　発育計測
19日㈮　お誕生会
22日㈪　こいのぼり制作
24日㈬　ファミサポさんの「にじいろ阿南」
26日㈮　おはなしコロリン
※行事によっては有料・申込み制となります

ので、くわしくはお問い合わせください。
問 那賀川子育て家庭支援センター
 　（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば 平日9:00～16:00

平成31年度の入園希望者がいなかったた
め、４月から新野東幼稚園を休園します。
なお翌年度以降については現段階で未定で
す。     
問 学校教育課（☎22－3390）へ

新野東幼稚園を
４月から休園します

主に18歳未満の児童を対象に、心身の発
達に関すること、家庭での教育問題、学校
生活での心配事、児童虐待に関することな
どの相談専用電話を開設しています。
直通電話　☎22－0765
受付日時　月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　9:00～16:00　
問 こども相談室（☎22－1677）へ

家庭児童相談および
児童虐待相談について 

加茂谷中学校、福井中学校、羽ノ浦中学校
で実施する「赤ちゃん授業」に参加してい
ただける「赤ちゃんとママ」と「ボランテ
ィアスタッフ」を募集します。
募集対象　生後２～８カ月の赤ちゃんとマ
マで、春・秋１回ずつ参加できる方および子
育て支援や学校教育にご協力いただける方
募集人員　「赤ちゃんとママ」約75組、

「ボランティアスタッフ」約75人
問 阿南市赤ちゃん授業実行委員会

(☎090－7144－1183) または学校教
育課（☎22－3390）へ

赤ちゃん授業参加者募集

宝田児童クラブで、勤務についていただけ
る方を募集します。
勤務先　宝田児童クラブ
勤務時間　▶14:30～18:30(平日) 
▶7:30～18:30の間で６時間程度
(土曜、長期休み)
休日　日曜日、祝日（勤務日や勤務時間に
関しては相談に応じます）
問 宝田児童クラブ 

（☎090－2821－1456）へ

児童クラブ支援員募集

●おはなしひろば
ゆったりと家庭的な雰囲気の中お過ごし
いただけます。ぜひ、親子で気軽にお越し
ください。
日時　４月20日㈯　14:00～15:00
場所　岩城クリニック３階　保育室
内容　絵本の読み聞かせの他、手作りおや

つの提供もあります。
問 岩城クリニック病児病後児保育専用
　 坂東（☎080－1998－7476）へ 

病児病後児保育だより

父母の離婚等により、父または母と生計を
同じくしていない児童が育成される家庭の
生活の安定と自立の促進に寄与し、当該児
童の福祉の増進を図ることを目的として支
給される手当です。
支給対象者　18歳に達する日以後の最初
の３月31日までの間にある手当の支給要件
に該当する児童を監護している母、児童を
監護し、かつ、生計を同じくしている父、ま
たは父母にかわって児童を養育している方
手当月額（平成31年４月改定）
▶児童１人の場合の全部支給額42,910円
▶児童２人以上の場合

（第２子加算額）10,140円
（第３子以降加算額）6,080円
※支給対象者等の所得により手当月額の一

部または全部が停止されます。
支払月　平成31年11月分から、奇数月に
年６回、２カ月ごとに支払われます。
手当を受けるには　認定請求書の提出が必
要です。必要な添付書類については事前に
お問い合わせください。
問 こども相談室（☎22－1677）へ

児童扶養手当制度について ４月は、新入園や新入学・進級など、新
しい生活が始まる時期です。子どもたち
には夢と希望を持って、新しい生活を送
ってほしいものです。しかし、新しい環
境というのは未知の世界ですから、初め
てのことばかりで、子どもにとっては不
安を感じやすくなってしまう時期でもあ
ります。大人でも、新しい環境に対して
不安を感じる人も多いことでしょう。
そこで、ご家族の皆さんには、お子さん
のそれぞれの成長に応じて、前向きな言
葉かけなどの支援をしてあげてほしいと
思うのです。そして、自信を持ち、お友
だちと一緒にいろんなことを学び、経験
するよう促してあげてほしいと思うのです。
子どもたちには、多くの可能性がありま
す。それぞれのお子さんに応じて、その
良さを伸ばしてあげてください。そして、
ご家庭で、ぜひ子どもが「面白い」「な
ぜだろう」と感じるような機会を増やし
てください。きっと子どもたちの好奇心
は旺盛になり、学校などで、学ぶのが楽
しみになるのではないでしょうか。
 学校教育課

子 育 て 一 言 メ モ
−新しい環境−

●４月８日㈪から開所します。
※ひだまりひろば（新野こどもセンター）

は４月15日㈪から開所予定です。

て ひ ろば育子
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生涯登録を済ませた飼い犬が死亡したとき、犬の所在地・飼い犬
が変わったときなどは届け出が必要です。

問い合わせは　保健センター（☎22−1590）へ

飼い犬には、登録（生涯１回）と毎年１回の狂犬病予防注射が義務づけられています。
次の日程で犬の登録と予防注射を行っていますので、犬を飼っている方は、最寄りの
場所に必ずお出掛けください。　料金6,000円（登録3,000円、注射3,000円）

犬の登録と予防注射のお知らせ

４月 地区 時　　間 場　　　　　所

８
日
㈪

羽
ノ
浦

9:30～10:00 あ す み が 丘 天 神 神 社
10:10～10:20 羽ノ浦分団第５班消防詰所
10:30～10:40 明 見 集 会 所
10:50～11:00 岩 脇 選 果 場
11:10～11:30 岩 脇 小 学 校 南 側
13:00～13:20 羽 ノ 浦 公 民 館 古 庄 分 館
13:30～13:50 古 庄 八 幡 神 社
14:00～14:30 阿 南 市 羽 ノ 浦 支 所

９
日
㈫

羽
ノ
浦

9:30～10:00 春 日 野 中 央 公 園
10:10～10:30 親 子 ふ れ あ い セ ン タ ー
10:40～11:00 宮 倉 農 業 研 修 セ ン タ ー
11:10～11:30 羽 ノ 浦 神 社
13:00～13:10 野 神 児 童 公 園
13:20～13:50 羽 ノ 浦 公 民 館 那 東 分 館
14:00～14:30 羽 ノ 浦 老 人 憩 い の 家
14:40～15:00 阿 南 市 羽 ノ 浦 支 所

10
日
㈬

福　

井

9:30～ 9:40 福 井 駅 前
9:50～10:00 福 井 南 小 学 校

10:20～10:40 長 谷 川 旧 バ ス 停
11:00～11:10 椿 地 集 会 所
11:20～11:30 農 協 後 戸 育 苗 セ ン タ ー
11:40～11:50 大 宮 八 幡 神 社
13:00～13:30 福 井 町 総 合 セ ン タ ー
13:40～14:00 内 歩 教 育 集 会 所
14:10～14:30 湊 集 会 所

11
日
㈭

桑　

野

9:30～ 9:40 阿 瀬 比 八 幡 神 社
9:50～10:20 山 口 分 館

10:30～11:00 川 西 集 会 所
11:10～11:40 桑 野 駅 前
13:00～13:10 浦 の 内 集 会 所
13:20～13:30 岡 元 住 宅 入 口
13:40～14:00 大 地 橋 西 詰
14:10～14:30 成 松 集 会 所

12
日
㈮

長
生
・
大
野

9:30～ 9:50 西 方 大 将 軍 神 社
10:00～10:10 三 倉 玉 泉 寺
10:20～10:40 明谷コミュニティセンター
10:50～11:10 長 生 住 民 セ ン タ ー
11:20～11:30 長 生 隣 保 館
13:00～13:20 下 大 野 八 幡 神 社
13:30～13:50 Ｊ Ａ 大 野 支 所 農 業 倉 庫
14:00～14:20 大 野 住 民 セ ン タ ー
14:30～14:40 中 大 野 教 育 集 会 所
14:50～15:00 上 大 野 八 幡 神 社

15
日
㈪

見
能
林

9:30～ 9:40 旧 才 見 分 館
9:50～10:10 中 林 町 杉 本 商 店

10:20～10:40 中 林 分 館
10:50～11:10 北 の 脇 海 水 浴 場 入 口
11:20～11:50 見 能 林 公 民 館
13:00～13:20 林 崎 正 八 幡 神 社
13:30～14:00 大 潟 分 館
14:10～15:00 津 乃 峰 総 合 セ ン タ ー

16
日
㈫

椿
・
椿
泊
・
橘

9:30～ 9:40 働 々 バ ス 停
9:50～10:00 上 地 消 防 詰 所

10:10～10:30 椿 住 民 セ ン タ ー
10:40～11:00 小 吹 川 原 バ ス 停
11:20～11:40 椿 泊 連 絡 所
13:00～13:10 鵠 分 館
13:20～13:30 海 正 八 幡 神 社
13:40～14:00 橘 町 総 合 セ ン タ ー
14:10～14:30 橘 こ ど も セ ン タ ー 前
14:40～14:50 勤 労 者 体 育 セ ン タ ー

４月 地区 時　　間 場　　　　所

18
日
㈭

加
茂
谷

9:30～ 9:50 お 松 権 現
10:10～10:20 水 井 集 会 所
10:50～11:00 細 野 橋 北 詰
11:10～11:20 大 井 小 学 校 前
11:30～11:40 十八女コミュニティセンター
11:50～12:00 深瀬コミュニティセンター前
13:00～13:20 楠 根 正 八 幡 神 社
13:30～13:50 加 茂 谷 総 合 セ ン タ ー
14:00～14:20 熊 谷 町 集 会 所

19
日
㈮

新　

野

9:30～10:00 新 野 駅 前
10:10～10:50 東 重 友 集 会 所
11:00～11:30 新 野 住 民 セ ン タ ー
13:00～13:20 久 田 橋 西 詰
13:30～13:40 新 野 西 小 学 校
13:50～14:10 農 協 徳 信 集 荷 場
14:30～14:40 新 富 集 会 所
14:50～15:00 生 谷 バ ス 停

22
日
㈪

那
賀
川

9:30～10:00 阿 南 市 那 賀 川 支 所
10:10～10:20 古 津 八 幡 神 社
10:30～10:40 芳 崎 市 瀬 商 店
10:50～11:10 今 津 浦 集 会 所
11:20～11:40 那 賀 川 公 民 館
13:00～13:10 黒 地 野 神 神 社
13:20～13:40 八 幡 八 幡 神 社
13:50～14:10 小 延 日 吉 神 社
14:20～14:40 島 尻 厳 島 神 社
14:50～15:00 江 野 島 八 坂 神 社

23
日
㈫

那
賀
川

9:30～ 9:50 東とくしま農協西原出張所
10:00～10:20 大 京 原 会 館
10:30～11:00 中 島 会 館
11:10～11:20 那 賀 川 公 民 館 平 島 分 館
11:30～11:40 赤 池 御 獄 神 社
13:00～13:10 里 八 幡 神 社
13:20～13:40 中 島 郵 便 局
13:50～14:00 御 霊 町 御 霊 神 社
14:10～14:20 東 町 中 島 漁 業 組 合
14:30～14:40 出 島 神 明 神 社
14:50～15:00 阿 南 市 那 賀 川 支 所

24
日
㈬

宝
田
・
中
野
島

9:20～ 9:40 阿 南 健 康 づ く り セ ン タ ー
9:50～10:20 宝 田 公 民 館

10:30～10:40 阿南バッティングセンター
10:50～11:00 中 原 八 幡 神 社
11:10～11:30 上 中 分 館
13:00～13:10 王 子 神 社
13:20～13:30 南 島 八 幡 神 社
13:40～14:00 柳 島 老 人 ル ー ム
14:10～14:40 横 見 消 防 詰 所
14:50～15:00 横 見 児 童 遊 園

26
日
㈮

富　

岡

9:30～ 9:40 黒 津 地 八 幡 神 社 前
9:50～10:10 王 子 バ ス 停 広 場

10:20～10:40 住 吉 老 人 ル ー ム
10:50～11:00 住 吉 町 住 吉 神 社
11:10～11:30 日開野コミュニティセンター
13:00～13:20 三 石 神 社
13:30～13:50 阿南青少年健全育成センター
14:00～14:20 正 福 寺 入 口
14:30～15:00 阿 南 ひ ま わ り 会 館
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編集後記　ニュースオアシスで紹介した「すだち唐辛子」。料理のアクセ
ントになり食事が進みます。開発した渡辺さんは、協力隊１期生。岩本昌
子さんと助田光穂さんとともに３年の任務を終えました。地域おこしに奮
闘した皆さん、お疲れさまでした。（谷内）ＡＷＡがん対策募金（あわが
ん）の活動を取材し、家族の健康を願う気持ちでいっぱいになりました。
がん予防に対する知識と関心を高める必要性を感じました。（ロマイエ）

日 開催日　時 時間　所 場所　予 予約受付　問 問い合わせ先

４月の相談

弁護士による法律相談（要予約） ４日㈭、18日㈭
時 13:30～16:30　所 市役所１階　相談室
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談委員による行政相談 ９日㈫、23日㈫
時 9:30～11:30　所 市役所１階　相談室
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談（要予約） 26日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 徳島県司法書士会　☎088−657−7191（相談予

約電話）※１人30分まで。

空き家・空土地有効活用相談会 ９日㈫
時 10:00～16:00　所 市役所２階　市民交流ロビー
問 徳島県宅地建物取引業協会阿南・海部支部　☎23−7408

または住宅・建築課　☎22−3431

消費生活相談（来所時は要電話） 平日開館
時 9:30～16:30　所 社会福祉会館３階（阿南駅南隣）
問 消費生活センター　☎24−3251

人権相談  19日㈮
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談 １日㈪、８日㈪、15日㈪、22日㈪
時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性のための生き方なんでも相談 （要予約）
日 ２・９・16・23日　時 13:00～17:00
日 12・26日　時 13:00～16:00
所  ひまわり会館１階　※４月から変更になりました。
問 男女共同参画室相談予約電話　☎22−0361

年金相談（要予約） 今月の相談日はありません。
時 9:30～15:30　所 市商工業振興センター
予 １カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088−652−1511
※５月の相談日は９日㈭です。

中小企業の経営相談会（要予約） 18日㈭
時 13:30～16:30　所 市役所２階　207会議室
予 前日までに徳島県よろず支援拠点へ
問 徳島県よろず支援拠点 ☎088−676−4625

または商工観光労政課 ☎22−3290

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
7日 井 坂 ク リ ニ ッ ク 津乃峰町 ☎27−0047

14日 阿 南 天 満 ク リ ニ ッ ク 上 中 町 ☎22−2299
21日 阿南市夜間休日診療所 宝 田 町 ☎28−6200
28日 阿南市夜間休日診療所 宝 田 町 ☎28−6200
29日 富 永 医 院 羽ノ浦町 ☎44−2123
30日 阿南市夜間休日診療所 宝 田 町 ☎28−6200

※必ず事前に当番医療機関に電話で確認してから受診してくだ
さい。当日変更する場合があります。

●夜間（毎日）の当番　18：00～22：00（日曜祝日は17:00～）
当番医療機関の問い合わせは　阿南市消防本部　☎22−1120
音声案内　☎22−9999まで
または阿南市医師会ホームページをご覧ください。
※阿南市夜間休日診療所は健康づくりセンター内にあります。
●小児救急医療体制　24時間365日徳島赤十字病院が小児救急

患者を受け入れています。（事前の電話連絡は不要です。）

３月の夜間休日診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。
●休日昼間　9：00～17：00

４月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄・抄本、身分証明
書、所得証明書、所得課税証明書、市・県民税公課証明書、
軽自動車税納税証明書の交付（※時間延長時は、住民異動・印鑑

登録・申告等は行っていません。） 市民生活課（☎22−1116）へ

３日㈬、17日㈬　17:15～18:15

防災行政無線の自動電話応答サービス ☎28−9000
防災行政無線からの放送内容を電話で確認することができます。

特設人権相談 10日㈬
時 13:30～16:00　所 加茂谷公民館、宝田公民館
問 人権・男女参画課　☎22−3094

スポーツ施設４月の休館日
スポーツ総合センター（温水プールは７日も） 1・8・15・22日
那賀川スポーツセンター 3・10・17・24日
羽ノ浦総合国民体育館 1・8・15・22日
羽ノ浦健康スポーツランド 1・8・15・22日
県南部健康運動公園 2・9・16・23日

４月の市税
■固定資産税（第１期、全期）
■軽自動車税（全期）
　納期限は、５月７日㈫です。納め忘れのないようにしましょう。

問い合わせは　税務課納税係（☎22−1792）へ

市税の納付および分納等の納税相談を受け付けています。
※課税内容のご相談については、平日開庁時間内に対応しています。

日曜窓口  28日㈰  8:30～17:00 東玄関よりお越しください。

延長窓口  17日㈬ 17:15～19:15 正面玄関よりお越しください。

４月の延長窓口

人口と世帯数
人　口　73,360 人 （−71）
（男）	35,501 人 （−36）
（女）	37,859 人 （−35）
世帯数　30,879世帯（−20）
※平成31年２月末日現在カッコ内は前月対比

選挙人名簿登録者数

登録者数　62,039人
（男）	　29,774人
（女）	　32,265人

※平成31年３月１日現在
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が
ん
検
診
で
早
期
が
ん
を
発
見
し
、
適
切
な

治
療
を
受
け
れ
ば
、
が
ん
で
亡
く
な
る
こ
と
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
け
れ
ど
も
症
状
の
な
い
時

に
が
ん
を
見
つ
け
る
重
要
性
は
十
分
に
知
ら
れ
て

お
ら
ず
、
が
ん
検
診
を
受
け
な
い
人
が
多
い
。
が

ん
は
、
若
く
て
も
、
健
康
だ
と
思
っ
て
い
て
も
、

誰
も
が
な
り
得
る
。
こ
の
現
状
に
対
し
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
Ａ
Ｗ
Ａ
が
ん
対
策
募
金
【
あ
わ
が
ん
】

は
、
企
業
や
個
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
を

活
用
し
て
、
が
ん
検
診
の
啓
発
や
、
子
ど
も
を

持
つ
患
者
へ
の
給
食
費
支
援
な
ど
の
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

　

が
ん
検
診
率
を
高
め
る
た
め
、【
あ
わ
が
ん
】

は
県
内
の
健
康
イ
ベ
ン
ト
や
大
学
、
高
校
な
ど

で
、
子
ど
も
か
ら
家
族
や
親
し
い
人
に
向
け
て

が
ん
検
診
の
受
診
を
呼
び
か
け
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
を
書
い
て
も
ら
い
、
検
診
を
啓
発
す
る

取
組
を
行
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
は
カ
ー
ド

に
、「
母
さ
ん
、
い
つ
も
仕
事
で
疲
れ
て
い
る

の
に
家
事
を
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
ず
っ

と
元
気
で
い
て
ほ
し
い
か
ら
、
が
ん
検
診
を
受

け
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
、
普
段
は
言
え
な
い

素
直
な
気
持
ち
を
書
き
、家
族
に
届
け
る
。「
子

ど
も
に
言
わ
れ
る
と
検
診
の
後
押
し
に
な
る
」

と
話
す
、代
表
の
勢
井
啓
介
さ
ん
（
西
路
見
町
・

64
歳
）
は
、
16
年
前
に
Ｓ
状
結
腸
が
ん
（
ス
テ

ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

阿南ぶらりまち紀行 〜地域の輝き〜 第152回

ー
ジ
４
）
を
経
験
し
た
。
こ
の
進
行
が
ん
は
肝
臓

と
肺
に
転
移
。
３
年
間
の
懸
命
の
闘
病
を
経
て
完

治
し
た
。
勢
井
さ
ん
は
、「
も
う
少
し
早
く
検
診

を
受
け
て
い
た
ら
よ
か
っ
た
。
奥
さ
ん
の
勧
め
も

あ
っ
た
の
に
」「
が
ん
検
診
は
、
自
分
の
た
め
だ

け
で
な
く
、
家
族
の
た
め
に
受
け
な
け
れ
ば
い
け

な
い
」
と
語
る
。

　

が
ん
に
な
る
と
、
治
療
に
必
要
な
お
金
の
負
担

も
大
き
な
心
配
事
の
一つ
に
な
る
。
そ
し
て
困
っ
て

い
て
も
人
に
経
済
的
な
相
談
を
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

【
あ
わ
が
ん
】
は
、
が
ん
患
者
の
経
済
的
負
担
を
支

援
し
た
い
と
考
え
る
企
業
や
個
人
の
寄
付
の
受
け

皿
と
な
り
、
小
中
学
生
の
子
ど
も
を
持
つ
県
内
の

が
ん
患
者
を
対
象
に
、
給
食
費
を
支
援
し
て
い
る
。

個
人
か
ら
の
募
金
は
、
県
内
の
ス
ー
パ
ー
や
カ
フ
ェ

等
に
設
置
さ
れ
た
募
金
箱
や
、
寄
付
金
付
き
自
動

販
売
機
の
売
上
か
ら
集
ま
っ
て
い
る
。
医
療
従
事

者
や
家
族
か
ら
だ
け
で
は
な
い
、
こ
の
地
域
社
会
の

サ
ポ
ー
ト
は
、
が
ん
患
者
の
助
け
に
な
っ
て
い
る
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、「
誰
で
も
な
り
得
る
が
ん
に
関
心

を
持
っ
て
、
健
康
な
う
ち
か
ら
、
家
族
の
た
め
に
も

が
ん
検
診
を
受
け
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

募
金
や
入
会
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ａ
Ｗ
Ａ
が
ん
対
策
募
金
【
あ
わ
が
ん
】（
☎
23
ー

３
５
５
３
）
へ

家族にがん検診を呼びかけるメッセージカードを書くようす（あなん健康まつりにて）

医師、看護師、患者会等のメンバーが
取組について話し合う

スーパーに設置された募金箱

いつもありがとう、がん検診を受けてください

家族にカードを書く高校生
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ＮＰＯ法人　ＡＷＡがん対策募金【あわがん】

ご
近
所
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
お
近
く
の

高
齢
者
お
世
話
セ
ン
タ
ー
、
介
護
・
な
が
い
き

課
（
☎
22

－

１
７
９
３
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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